
第651号 2023年（令和5年）7月1日全 日 電 工 連（1）

新聞はこちらからも
ご覧いただけます。

今
月
の
主
な
紙
面

●第106回通常総会　 1～ 6面

●2023年度の重点項目等　 7・ 8面

●定期講習会場一覧　 9面

●青年部新体制報告　 12面

事業計画など10議案を承認

新
た
な
組
織
体
制
を
構
築

第
1
0
6
回　

通
常
総
会

米
沢
会
長
が
重
任

　

全
日
電
工
連
の
第
1
0
6
回
通
常
総
会
が
6
月
29
日
に

都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
2
0
2
2
（
令
和
4
）

年
度
事
業
報
告
お
よ
び
2
0
2
3
（
令
和
5
）
年
度
事
業

計
画
案
、
収
支
予
算
案
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
な

ど
の
議
案
審
議
を
行
い
、
す
べ
て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
で
は
、米
沢
寛
会
長（
石

川
）
が
重
任
。
組
合
員
に
先
端
情
報
や
成
功
事
例
情
報
の

提
供
に
努
め
て
い
く
方
針
を
掲
げ
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
永
年
勤

続
者
会
長
表
彰
と
オ
ー
ト
リ

ー
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
優
秀
工

組
・
第
三
者
損
害
賠
償
制
度

施
工
品
質
優
良
工
組
表
彰
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表

者
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
米
沢

会
長
は
「
来
年
か
ら
始
ま
る

働
き
方
改
革
は
他
業
界
は
先

に
進
め
て
い
る
。
若
い
世
代

に
魅
力
の
な
い
業
界
と
思
わ

れ
ぬ
よ
う
、
わ
れ
わ
れ
も
や

り
と
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
け
て
「
そ
れ
ぞ
れ
の
個

が
強
く
な
る
こ
と
で
全
体
が

強
く
な
り
、
わ
れ
わ
れ
の
存

在
意
義
が
高
ま
る
」
と
工
組

の
組
織
・
財
源
強
化
な
ど
を

目
的
と
し
た
特
命
委
員
会
を

編
成
し
て
支
援
す
る
方
針
を

述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
議
長
に
天
野
春

夫
理
事
と
新
名
淳
一
理
事
の

両
氏
を
選
出
。
各
委
員
会
の

委
員
長
に
よ
る
2
0
2
2
年

度
の
事
業
報
告
と
2
0
2
3

年
度
事
業
計
画
案
の
提
案
説

明
な
ど
の
議
案
審
議
を
行
っ

た
。

　

今
年
度
は
「
人
材
確
保
育

成
」「
電
工
組
支
援
対
策
」「
情

報
発
信
強
化
」「
Ｄ
Ｘ
促
進
」

を
最
重
点
項
目
と
し
て
各
種

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
、

総
合
政
策
会
議
の
在
り
様
や

常
設
委
員
会
の
審
議
事
項
を

答
申
を
提
出
し
て
発
展
的
解

消
。
今
年
度
は
顕
在
化
し
た

課
題
や
活
動
成
果
を
具
現
化

す
る
方
針
だ
。

　

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
材

確
保
に
対
応
す
る
た
め
、
人

材
確
保
育
成
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
総
合
政
策
会
議
の

所
管
と
し
て
新
設
。
青
年
部

協
議
会
と
女
性
部
連
絡
協
議

会
も
総
合
政
策
会
議
の
直
轄

と
し
て
位
置
付
け
た
。

　

電
工
組
の
財
政
基
盤
・
組

織
基
盤
強
化
を
支
援
す
る
特

命
委
員
会
と
し
て
「
組
織
政

策
委
員
会
」
を
新
設
。
財
務

的
制
度
面
の
見
直
し
や
組
織

の
人
材
育
成
を
検
討
し
て
い

く
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
の

普
及
促
進
に
向
け
た
方
策
を

検
討
す
る
「
Ｄ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス

分
科
会
」
を
事
業
推
進
委
員

会
に
設
け
た
。

　

知
見
拡
充
対
策
は
、
リ
ア

ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
両
用
を
基

本
と
し
た
S
D
G
s
対
応
資

材
提
案
に
係
る
研
修
企
画

（
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
）

と
実
施
体
制
の
構
築
を
進
め

る
。

　

福
利
厚
生
事
業
で
は
、
既

存
制
度
を
随
時
見
直
し
な
が

ら
、
組
合
員
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
各
種
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

検
討
、
認
定
損
害
保
険
制
度

の
中
途
加
入
促
進
の
強
化
、

社
会
情
勢
に
適
応
し
た
新
制

度
の
調
査
研
究
を
行
っ
て
い

く
。

　

全
国
青
年
部
協
議
会
は
、

『
時
流
と
共
に
成
長
・
し
な

や
か
な
青
年
部
』
を
方
針
と

し
て
掲
げ
、
事
業
継
承
を
し

つ
つ
時
流
に
あ
っ
た
新
規
事

業
を
常
に
模
索
し
て
い
く
考

え
だ
。
他
団
体
と
の
連
携
強

化
、
青
年
部
会
員
増
強
、
青

年
部
活
動
の
活
性
化
と
業
界

Ｐ
Ｒ
の
推
進
な
ど
を
、
本
会

見
直
し
、
総

合
政
策
会
議

を
含
め
た
審

議
事
項
の
再

設
定
を
行
っ

た
。2

0
2
1

〜
2
0
2
2

年
度
に
か
け

て
活
動
し
た

組
合
の
課
題

解
決
推
進
4

チ
ー
ム
は
、

4
月
に
最
終

あいさつする米沢会長

議長を務めた新名理事（左）と天野理事

ＤＸのさらなる普及・拡大を目指す

・
事
務
局
・
青
年
部
と
連
携

し
て
各
種
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

全
国
女
性
部
連
絡
協
議
会

は
、
規
程
等
の
策
定
や
全
国

統
一
的
な
活
動
の
方
針
を
定

め
た
こ
と
を
報
告
。
今
年
度

は
具
体
的
な
活
動
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
女
性
部
会
員

の
増
強
、
防
災
減
災
・
Ｄ
Ｘ

等
に
つ
い
て
の
事
例
研
究
、

本
会
・
青
年
部
と
の
具
体
的

な
連
携
策
を
検
討
し
て
い
く

方
針
だ
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選

任
で
は
、
安
田
耕
一
役
員
推

薦
会
議
議
長
が
理
事
候
補
者

26
名
、
監
事
候
補
者
3
名
を

提
案
し
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

　

全
議
案
の
承
認
後
に
は
、

10
月
に
開
催
さ
れ
る
第
35
回

電
気
工
事
業
全
国
大
会
の
開

催
概
要
、
第
6
回
優
良
事
業

工
組
表
彰
の
候
補
事
業
募

集
、
Ｄ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
『
Ｄ
Ｅ

Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
』
に
つ
い
て
報

告
を
行
っ
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
新
た

に
選
任
さ
れ
た
理
事
に
よ
る

新
任
理
事
会
を
開
催
。
米
沢

会
長
が
重
任
し
た
ほ
か
、
副

会
長
、
議
長
、
各
委
員
会
の

委
員
長
な
ど
の
役
員
職
務
分

担
報
告
を
安
田
役
員
推
薦
会

議
議
長
が
発
表
し
た
（
通
常

総
会
関
連
の
記
事
は
2
〜
8

面
に
掲
載
）。
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（敬称略）

米沢会長のもと新たにスタート全 日 電 工 連
2023(令和5)年度役員

嶋野　貞雄（重任）髙野 憲一郎（新任） 安田　耕一（重任）小野寺 涼一（重任）

米沢　寛（重任）
藤沢　一三（新任） 尾池　一仁（重任）

植田　隆夫（新任）

役　職 ブロック 都道府県 氏　名 会　社 役　職

会　長 北陸 石川県 米 沢　寛 米沢電気工事㈱ 代表取締役会長

相談役 北海道 北海道 尾池 一仁 双豊電気㈱ 取締役会長

相談役 中部 長野県 藤沢 一三 高山電業㈱ 取締役会長

副会長 九州 宮崎県 安田 耕一 ㈱九南 代表取締役会長

副会長 北海道 北海道 小野寺 涼一 大成電気㈱ 代表取締役会長

副会長 関東 千葉県 嶋野 貞雄 六幸電気工業㈱ 代表取締役社長

副会長 中国 広島県 髙野 憲一郎 ㈱高野電気商会 代表取締役

総合政策会議
議　長

関西 京都府 植田 隆夫 ㈱植田電機 代表取締役会長



第651号 2023年（令和5年）7 月1日全 日 電 工 連（3）

※赤字は新任　（敬称略）

理　　事

役　職 氏　名 職務分担 ブロック 工組名

会 長 米沢　　寛 北 陸 石　 川

副 会 長 安田　耕一 事業推進・ＤＸ推進
担当 九 州 宮　 崎

副 会 長 小野寺涼一 技術・認証担当 北海道 北 海 道

副 会 長 嶋野　貞雄 総務・財政担当
政治連盟幹事長 関 東 千　 葉

副 会 長 髙野憲一郎 技能競技・
組織政策担当 中 国 広　 島

相 談 役 尾池　一仁 北海道 北 海 道

相 談 役 藤沢　一三 中 部 長　 野

議 　 長 植田　隆夫 総合政策会議議長 関 西 京　 都

理 　 事 浅川　誠吾 総合政策会議副議長 東 北 福　 島

理 　 事 木村　泰浩 総合政策会議副議長 四 国 愛　 媛

理 　 事 平野　喜嗣 総務・財政委員長 東 北 岩　 手

理 　 事 前田　豊次 総務・財政副委員長 北 陸 福　 井

理 　 事 天野　春夫 総務・財政副委員長 関 東 東　 京

理 　 事 會津圭一郎 技術・認証委員長 東 北 山　 形

理 　 事 鹿野　敏夫 技術・認証副委員長 関 西 滋　 賀

理 　 事 汐田　康博 技術・認証副委員長 九 州 熊　 本

理 　 事 石原　和夫 事業推進委員長 中 部 三　 重

理 　 事 瀬戸口　香 事業推進副委員長 中 国 岡　 山

理 　 事 植草　宏介 事業推進副委員長 関 東 千　 葉

理 　 事 樋口　和宏 技能競技委員長 九 州 福　 岡

理 　 事 金丸　正幸 技能競技副委員長 関 東 山　 梨

理 　 事 前嶋　　純 技能競技副委員長 中 部 静　 岡

理 　 事 堀口　　繁 組織政策委員長 関 西 兵　 庫

理 　 事 鈴木　暁彦 組織政策副委員長 北海道 北 海 道

理 　 事 齊藤　卓也 全国青年部協議会会長 青年部 新　 潟

理 　 事 北川　麻弓 全国女性部（連協）
代表世話人 女性部 京　 都

理 　 事 五十畑正美 員　外 事 務 局

理事(常任) 松橋　幸雄 員　外 事 務 局

監　　事

監　 事 浅野　晃司 関 東 茨　 城

監　 事 金城　　稔 九 州 沖　 縄

監 事 鈴木　康二 員　外 公認会計士

　

新
た
に
選
任
さ
れ
た
理
事

は
、
役
員
選
任
規
約
に
基
づ
き

各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
1
名
ず
つ
の

ほ
か
、
所
属
組
合
員
数
の
比
例

加
算
、青
年
部
代
表
、員
外
（
学

識
経
験
者
ま
た
は
事
務
局
専
従

者
）
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
選
任

さ
れ
た
。

監　
　

事

令和５年度

役員

新任理事会で

職務分担を決定

鈴木　康二

浅川　誠吾木村　泰浩

平野　喜嗣前田　豊次

會津 圭一郎鹿野　敏夫

石原　和夫瀬戸口　香

前嶋　純堀口　繁 樋口　和宏金丸　正幸鈴木　暁彦

植草　宏介

天野　春夫

汐田　康博

金城　稔 浅野　晃司
岡崎　徹

理　　事

事
務
局
長
に
就
任

　

全
日
電
工
連
の
事
務
局
長
に
岡
崎

徹
氏
が
就
任
し
た
。

　

岡
崎
事
務
局
長
は
、
6
月
29
日
に

行
わ
れ
た
通
常
総
会
で
退
任
し
た
五

十
畑
前
事
務
局
長
の
後
任
。

総
合
政
策
会
議

総
務
・
財
政
委
員
会

技
術
・
認
証
委
員
会

事
業
推
進
委
員
会

技
能
競
技
委
員
会

組
織
政
策
委
員
会

五十畑正美松橋　幸雄 齊藤　卓也北川　麻弓

（敬称略）
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（敬称略）

ブロック代表者・工業組合理事長

ブロック・工組 会長・理事長名 ブロック・工組 会長・理事長名

北海道 小 野 寺 涼 一 関　西 植 田 　 隆 夫

東　北 平 野 　 喜 嗣 滋　賀 鹿 野 　 敏 夫

青　森 山 子 　 則 男 京　都 植 田 　 隆 夫

岩　手 平 野 　 喜 嗣 奈　良 福 本 　 幸 一

秋　田 千 葉 三 四 郎 大　阪 髙 津 　 　 昇

宮　城 前 澤 　 　 博 和歌山 谷 本 　 宗 城

山　形 會 津 圭 一 郎 兵　庫 堀 口 　 　 繁

福　島 浅 川 　 誠 吾 中　国 髙 野 憲 一 郎

新　潟 横 田 　 良 英 岡　山 瀬 戸 口 　 香

北　陸 米 沢 　 　 寛 広　島 髙 野 憲 一 郎

富　山 渋 谷 　 　 武 鳥　取 斉 木 　 健 之

石　川 米 沢 　 　 寛 島　根 日 野 　 友 晴

福　井 前 田 　 豊 次 山　口 村 田 　 正 幸

関　東 嶋 野 　 貞 雄 四　国 木 村 　 泰 浩

茨　城 浅 野 　 晃 司 香　川 佐 藤 　 佳 生

栃　木 戸 塚 　 　 守 愛　媛 木 村 　 泰 浩

群　馬 中 島 　 正 幸 徳　島 川 西 　 正 夫

埼　玉 沼 尻 　 芳 治 高　知 棚 野 愛 一 郎

千　葉 嶋 野 　 貞 雄 九　州 安 田 　 耕 一

東　京 天 野 　 春 夫 福　岡 樋 口 　 和 宏

神奈川 鈴 木 　 和 彦 佐　賀 古 賀 　 正 信

山　梨 金 丸 　 正 幸 長　崎 小 畑 　 和 男

静岡 ( 東部 ) 鈴 木 　 伯 明 熊　本 汐 田 　 康 博

中　部 石 原 　 和 夫 大　分 杉 野 　 恭 市

静　岡 前 嶋 　 　 純 宮　崎 安 田 　 耕 一

愛　知 児 玉 　 昭 德 鹿児島 福 重 　 安 治

長　野 大 田 　 敬 一 沖　縄 金 城 　 　 稔

岐　阜 原 　 　 和 人
※令和5年6月29日現在

三　重 石 原 　 和 夫

　

今
年
度
は
、
全
国
の
ブ

ロ
ッ
ク
・
工
業
組
合
で
も

任
期
満
了
に
伴
な
う
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、
2
ブ
ロ

ッ
ク
会
長
と
13
工
組
で
理

事
長
が
選
任
さ
れ
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
中
部

電
気
工
事
業
組
合
連
合
会

会
長
に
石
原
和
夫
氏
（
三

重
）、
関
西
電
気
工
事
工

業
会
会
長
に
植
田
隆
夫
氏

（
京
都
）が
選
任
さ
れ
た
。

　

各
工
組
で
は
、
関
東
は

栃
木
県
電
気
工
事
業
工
業

組
合
理
事
長
に
戸
塚
守
氏
。

　

中
部
は
静
岡
県
電
気
工

事
工
業
組
合
理
事
長
に
前

嶋
純
氏
、
愛
知
県
電
気
工

事
業
工
業
組
合
理
事
長
に

児
玉
昭
德
氏
、
長
野
県
電

気
工
事
業
工
業
組
合
理
事

長
に
大
田
敬
一
氏
、
岐
阜

県
電
気
工
事
業
工
業
組
合

理
事
長
に
原
和
人
氏
。

　

関
西
は
大
阪
府
電
気
工

事
工
業
組
合
理
事
長
に
髙

津
昇
氏
、
兵
庫
県
電
気
工

事
工
業
組
合
理
事
長
に
堀

口
繁
氏
。

　

中
国
は
山
口
県
電
気
工

事
工
業
組
合
理
事
長
に
村

田
正
幸
氏
。

　

四
国
は
香
川
県
電
気
工

事
業
工
業
組
合
理
事
長
に

佐
藤
佳
生
氏
、
徳
島
県
電

気
工
事
業
工
業
組
合
理
事

長
に
川
西
正
夫
氏
、
高
知

県
電
気
工
事
業
工
業
組
合

理
事
長
に
棚
野
愛
一
郎
氏
。

　

九
州
は
大
分
県
電
気
工

事
業
工
業
組
合
理
事
長
に

杉
野
恭
市
氏
、
鹿
児
島
県

電
気
工
事
業
工
業
組
合
理

事
長
に
福
重
安
治
氏
が
選

任
さ
れ
た
。

ブロック・工組

任期満了による役員改選

中部　石原 和夫 会長関西　植田 隆夫 会長

ブロック

新代表者

兵庫県　堀口　繁 理事長山口県　村田 正幸 理事長

徳島県　川西 正夫 理事長高知県　棚野 愛一郎 理事長大分県　杉野 恭市 理事長鹿児島県　福重 安治 理事長

長野県　大田 敬一 理事長岐阜県　原　和人 理事長大阪府　髙津　昇 理事長

電工組新理事長

香川県　佐藤 佳生 理事長

愛知県　児玉 昭德 理事長 静岡県　前嶋　純 理事長 栃木県　戸塚　守 理事長
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パナソニック株式会社

エレクトリックワークス社

大瀧社長

全日本電設資材卸業

協同組合連合会

小島会長

（敬称略）

宮本周司参議院議員代理

不破政策秘書

経済産業省

辻本保安審議官

経済産業省

前田電力安全課長

経済産業省

樫福電気保安室長

（敬称略）

参議院議員　財務大臣政務官
電気工事議員連盟　事務局長
宮本周司様　代理
政策秘書　不破　行大
経済産業省　大臣官房
技術総括・保安審議官　辻本　圭助
経済産業省　商務情報政策局
産業保安グループ　電力安全課
電力安全課長　前田　了
経済産業省　商務情報政策局
産業保安グループ　電力安全課
電気保安室長　樫福　錠治
（一社）日本電気協会
専務理事　菊地　康二
（一財）電気技術者試験センター
理事長　堀尾　容康
（一財）電気技術者試験センター
専務理事　山崎　正史
（一財）電気工事技術講習センター
理事長　福島　章
電気保安協会全国連絡会
会長　武部　俊郎
全日本電設資材卸業協同組合連合会
会長　小島　寿之
パナソニック株式会社
　エレクトリックワークス社
社長　大瀧　清
東芝ライテック株式会社
取締役社長　西原　隆史
三菱電機株式会社
電材住設スマート事業部長　坂根　司
共立電気計器株式会社
代表取締役　倉本　正道

関係団体・メーカーのご来賓

衆
議
院
議
員　

経
済
産
業
大
臣

電
気
工
事
議
員
連
盟　

会
長西

村

康
稔

　

電
気
工
事
議
員
連
盟
と
緊
密
に

連
携
し
て
い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め

て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
長
期
に
わ
た
り
電
気
保

安
の
確
保
に
努
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

電
気
工
事
業
界
は
、
国
民
の
信

頼
を
得
て
社
会
を
支
え
る
不
可
欠

な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
米
沢

会
長
の
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
誇
り

あ
る
業
種
で
す
。

　

今
は
様
々
な
新
し
い
技
術
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
基
盤
と
な
る
も

の
は
電
気
で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
仕

事
は
極
め
て
重
要
で
す
。
現
場
の

仕
事
は
、
補
助
的
な
作
業
は
と
も

か
く
Ａ
Ｉ
が
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
、
電
気
工
事
が
な
く
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
自
然
災
害
が
激
甚
化
す

る
中
、
停
電
な
ど
の
早
期
復
旧
に

努
め
る
皆
さ
ん
の
役
割
は
重
要
で

す
。

　

電
気
保
安
の
重
要
性
は
、
一
層

増
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
皆
さ

ん
と
一
体
と
な
り
、
さ
ら
な
る
未

来
へ
向
け
て
挑
戦
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

参
議
院
議
員　

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

電
気
工
事
議
員
連
盟　

副
会
長

岡
田

直
樹

　

先
ほ
ど
「
高
い
使
命
感
を
持
っ

た
全
日
電
工
連
」
と
米
沢
会
長
が

ご
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
が
、
正
に
そ

の
通
り
で
国
や
地
域
の
た
め
、
日

々
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ

ま
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

昨
年
、
米
沢
会
長
が
旭
日
重
光
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
受
章

は
会
長
お
一
人
の
栄
誉
で
は
な

く
、
全
国
の
組
合
員
に
と
っ
て
の

栄
誉
で
あ
り
、
今
後
の
全
日
電
工

連
ひ
い
て
は
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る

発
展
の
礎
と
な
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
全
日
電
工
連
の
地
位
向
上
の

役
割
も
果
た
し
た
大
き
な
意
味
を

持
つ
叙
勲
で
す
。

　

皆
さ
ま
が
担
っ
て
い
る
電
力
の

安
定
供
給
は
国
民
生
活
に
必
要
不

可
欠
で
す
。
電
気
の
仕
事
に
限
り

は
な
い
と
米
沢
会
長
が
お
っ
し
ゃ

っ
た
よ
う
に
、
い
つ
ま
で
も
続
く

仕
事
だ
と
私
か
ら
も
申
し
上
げ
ま

す
。
地
方
に
お
い
て
も
都
市
に
お

い
て
も
、
ど
こ
で
も
誰
で
も
便
利

で
快
適
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
作
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

米
沢
会
長
は
、「
組
合
員
を
幸

せ
に
す
る
」
と
素
晴
ら
し
い
約
束

を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
実
現
す

る
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
も
懸
命
に

お
手
伝
い
し
て
い
く
こ
と
を
お
約

束
申
し
上
げ
ま
す
。

参
議
院
議
員　

自
由
民
主
党
副
幹
事
長

電
気
工
事
議
員
連
盟　

幹
事
長

片
山

さ
つ
き
　

全
日
電
工
連
皆
さ
ま
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
ま
た
活
躍
す
る
場

を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
、
明
る
い
話
題
と
し
て
日
本

初
の
太
陽
光
電
池
「
ペ
ロ
ブ
ス
カ

イ
ト
」
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
電
気
工
事
業
界
に
と

っ
て
極
め
て
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思

っ
て
お
り
、
皆
さ
ま
と
一
緒
に
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
の
秋
ご
ろ
に
は
、
電
気
工

事
議
員
連
盟
総
会
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。
様
々
な
課
題
の
解
決
に

向
け
て
、
皆
さ
ま
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

（敬称略）
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○オートリース促進キャンペーン各部門順位

≪ポイントの部・年間の部≫

ダイヤモンドグループ

工組名

1 位 山形県電気工事工業組合

2 位 埼玉県電気工事工業組合

3 位 山口県電気工事工業組合

ゴールドグループ

工組名

1 位 神奈川県電気工事工業組合

1 位 京都府電気工事工業組合

3 位 佐賀県電気工事業工業組合

シルバーグループ

工組名

1 位 宮城県電気工事工業組合

2 位 岡山県電気工事工業組合

3 位 愛媛県電気工事工業組合

≪ポイントの部・キャンペーン期間の部≫

工組名

1 位 山形県電気工事工業組合

2 位 神奈川県電気工事工業組合

3 位 埼玉県電気工事工業組合

4 位 広島県電気工事工業組合

5 位 宮城県電気工事工業組合

≪新規組合員数の部≫

工組名

1 位 埼玉県電気工事工業組合

≪レンタカーの部≫

工組名

1 位 京都府電気工事工業組合

代表者に
目録と盾を贈呈

第 5 2 回会長表彰（職員） （敬称略）

工組名 氏　名 工組名 氏　名 工組名 氏　名 工組名 氏　名

北 海 道 丹野　純子 群 馬 服部　義則 岡 山 前川亜希子 佐 賀 江口　慶子

北 海 道 新関　智江 埼 玉 早川　和子 広 島 坂本　孝行 宮 崎 矢野　保彦

岩 手 柳橋　友美 東 京 佐久間幸子 山 口 藤井　夏江 鹿 児 島 元平留美子

福 島 渡邊　瑠美 愛 知 川合　伸英 高 知 島村美治恵 沖 縄 與那嶺　敦

新 潟 勝見富美江 愛 知 中島　嘉幸 九 州 田川　賢二 全日電工連 片岡　正行

富 山 石井亜由美 和 歌 山 池田　直子 福 岡 松本利惠子

石 川 前田　能行 兵 庫 鯉森　　勲 福 岡 中瀨みずえ

　

全
日
電
工
連
第
1
0
6
回
通
常
総
会
の
議
案
審
議
に
先

立
ち
、
第
52
回
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

代
表
者
と
し
て
、役
員
の
部
は
浅
見
陽
一
氏（
埼
玉
）に
、

職
員
の
部
は
片
岡
正
行
氏
（
全
日
電
工
連
）
に
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
た
。

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
役
員
38
名
、
職
員
26
名
で
、

表
彰
者
氏
名
は
別
掲
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

役員の部代表の浅見氏(左)と職員の部代表の片岡氏

　令和5年1月から4月まで実施されたオートリース促進キャンペーン
の成績優秀な工組の表彰が行われた。
　年間ポイント部門の各グループ上位工組とキャンペーン期間の部、
新規組合員数の部、レンタカーの部の上位工組に、同事業を担当す
る小野寺涼一副会長から目録と表彰盾が贈呈された。
　表彰部門は以下の通り（【 】内は第一位の工組）。
①年間ポイントの部
・ダイヤモンドグループ
   【山形】埼玉、山口
・ゴールドグループ【神奈川･京都】
・シルバーグループ【宮城】

②キャンペーン期間ポイントの部 
　【山形】
③新規組合員数の部【埼玉】
④レンタカーの部【京都】

左から村田理事長（山口）、佐藤副理事長（埼玉）、會津理事長（山形）、小野寺副会長、

鈴木理事長（神奈川）、植田理事長（京都）、前澤理事長（宮城）

第
52
回

全
日
電
工
連
会
長
表
彰

役員38名、職員26名を表彰

　全日電工連の第三者損害賠償制度における優良工組の表彰が行われた。
　事故撲滅、加入促進の両面にわたり優秀な実績を上げた12工組が表彰された。

【優良工組】
・長野県電気工事業工業組合 （大田敬一理事長）
・静岡県(東部)電気工事工業組合 （鈴木伯明理事長）
・滋賀県電気工事工業組合 （鹿野敏夫理事長）
・神奈川県電気工事工業組合 （鈴木和彦理事長）
・三重県電気工事業工業組合 （石原和夫理事長）
・山形県電気工事工業組合 （會津圭一郎理事長）

・沖縄県電気工事業工業組合 （金城稔理事長）
・高知県電気工事業工業組合 （棚野愛一郎理事長）
・埼玉県電気工事工業組合 （沼尻芳治理事長）
・宮崎県電気工事業工業組合 （安田耕一理事長）
・静岡県電気工事工業組合 （前嶋純理事長）
・長崎県電気工事業工業組合 （小畑和男理事長）

第三者損害賠償制度施工品質優良工組表彰

左から會津理事長（山形）、石原理事長（三重）、鈴木理事長（神奈川）、鹿野理事長（滋賀）、鈴木理事長（静岡(東)）、大田理事長（長野）、

小野寺副会長、金城理事長（沖縄）、棚野理事長（高知）、佐藤副理事長（埼玉）、安田理事長（宮崎）、前嶋理事長（静岡）、小畑理事長（長崎）

工組名 加入率 損害率 損害率

長野県電気工事業工業組合 88.4% 7.4% 5年連続6回目受賞

静岡県 ( 東部 ) 電気工事工業組合 80.7% 9.1% 3回目受賞

滋賀県電気工事工業組合 78.2% 10.5% 2回目受賞

神奈川県電気工事工業組合 71.7% 11.1% 初受賞

三重県電気工事業工業組合 87.0% 12.7% 2回目受賞

山形県電気工事工業組合 71.0% 13.9% 2年連続4回目受賞

沖縄県電気工事業工業組合 86.1% 14.2% 3年連続4回目受賞

高知県電気工事業工業組合 80.8% 14.5% 3回目受賞

埼玉県電気工事工業組合 79.6% 15.2% 5回目受賞

宮崎県電気工事業工業組合 85.9% 15.9% 初受賞

静岡県電気工事工業組合 77.7% 16.3% 初受賞

長崎県電気工事業工業組合 72.1% 16.4% 4回目受賞

第 5 2 回会長表彰（役員） （敬称略）

工組名 氏　名 工組名 氏　名 工組名 氏　名

北 海 道 稲井　　誠 千 葉 濵田　正道 島 根 野々村春夫

青 森 小山内　進 千 葉 越仲　喜広 山 口 濱田　敎保

秋 田 近江　佳弘 東 京 岡部　一彦 香 川 村上　賢一

宮 城 横山　博昭 神 奈 川 川又　辰治 愛 媛 向井　雄二

山 形 板垣　貞清 静 岡 山本　忠史 徳 島 濱口　芳暉

福 島 車田　　昭 長 野 堀内　泰治 高 知 矢野川和彦

富 山 中西　栄二 岐 阜 堀口　　匠 福 岡 高瀨　　勲

石 川 宮下　誠次 三 重 黒田　幹司 福 岡 東　　政弘

福 井 笹木吉右ヱ門 京 都 薮田　勝康 佐 賀 脇山　良昭

茨 城 土信田政司 和 歌 山 大谷　克彦 長 崎 松田　武幸

群 馬 大河原康弘 岡 山 久本　祥之 宮 崎 甲斐　繁義

埼 玉 浅見　陽一 広 島 窪田　秀和 沖 縄 當間　重和

埼 玉 川井喜一郎 鳥 取 恩田　利彦

12工組へ
目録・トロフィー

贈呈
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清
い
か
を
ベ
ー
ス
に
シ
ン
カ
（
真
価
を
届
け
、
進
化
）
す
る
業
界
を
目
指
す

・
主
た
る
事
業
の
方
向
性

①
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
は
、
技
術

情
報
の
発
信
・
提
供
に
よ
る
経
営
層

や
電
気
工
事
技
術
者
の
資
質
・
知
見

拡
充
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

関
連
団
体
・
賛
助
企
業
で
あ
る
電
設

資
材
メ
ー
カ
ー
と
連
携
の
下
、

S
D
G
s
対
応
資
材
提
案
に
係
る
知

見
拡
充
研
修
の
企
画
立
案
と
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
を
含
め
た
研
修
会
を
実
施

し
て
い
く
。

②
今
年
度
は
、
時
代
の
変
化
に
対
応

し
た
電
気
工
事
関
連
法
令
、
電
気
工

事
関
連
資
格
等
に
係
る
見
直
し
内
容

を
集
約
し
、
論
点
整
理
の
上
、
行
政

機
関
等
に
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

③
電
気
保
安
の
確
保
に
貢
献
す
る
電

気
工
事
技
術
者
育
成
に
つ
い
て
は
、

課
題
解
決
に
向
け
、
電
気
工
事
業
に

お
け
る
施
工
品
質
の
向
上
、
次
世
代

へ
の
技
能
継
承
を
目
的
と
し
た
人
材

育
成
の
仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
た
検

討
が
必
要
と
考
え
、こ
れ
か
ら
の「
電

気
工
事
士
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」
と

技
術
の
見
え
る
化
〜
「
電
気
工
事
マ

イ
ス
タ
ー
制
度
（
仮
称
）」
の
創
設

に
向
け
た
調
査
研
究
を
実
施
し
て
い

く
。

④
第
一
種
電
気
工
事
士
定
期
講
習
の

會津 圭一郎 委員長

各委員会2023(令和5)年度
主たる事業の方向性と項目

事
業
方
針

1 
・
継
続
事
業
：
事
業
ご
と
に

強
弱
を
つ
け
芯
化
事
業
・
深

化
事
業
等
に
区
分
し
て
推
進

す
る
。

2 

・
新
規
事
業
：
持
続
発
展
・

時
代
の
ト
レ
ン
ド
を
見
据
え

た
事
業
の
種
を
蒔
く
。

3 

・
成
功
事
例
・
先
進
事
例
等

の
効
率
的
情
報
提
供
を
行

う
。
ま
た
情
報
提
供
の
在
り

方
を
研
究
す
る
。

新
組
織
体
制

① 

三
役
会
議

　

会
長
の
補
佐
機
関
お
よ
び
理

事
会
へ
の
建
議
機
関
と
し
て
の

意
思
決
定
機
関

② 

総
合
政
策
会
議

　

新
た
に
2
名
の
副
議
長
職
を

置
く
。

　

（1）
直
轄
組
織

　

 　
全
国
青
年
部
協
議
会
・
全

国
女
性
部
連
絡
協
議
会

　

（2）
所
管
Ｗ
Ｇ

　

 　
人
材
確
保
育
成
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）

③
委
員
会

　

（1）
常
設
委
員
会

　

 　
総
務
・
財
政
、
技
術
・
認

証
、
事
業
推
進
（
所
管
：
Ｄ

Ｘ
サ
ー
ビ
ス
分
科
会
）、
技

能
競
技

　

（2）
特
命
委
員
会

　
　

組
織
政
策
委
員
会

講
習
業
務
を
継
続

実
施
し
組
織
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で

い
く
。
特
に
新
規

受
講
者
の
獲
得
が

肝
要
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
を
活
用
し
た
戦

略
的
広
報
体
制
の
対
策
を
講
じ
、
受

講
者
増
加
対
策
を
実
施
す
る
。

・
重
点
事
業
項
目

【
知
見
拡
充
対
策
】

①
リ
ア
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
両
用
を
基

本
と
し
た
、
S
D
G
s
対
応
資
材
提

案
に
係
る
知
見
拡
充
研
修
企
画
（
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
）
と
実
施
体
制

構
築

【
業
界
技
術
認
証
制
度
の
確
立
】

②
電
気
工
事
技
術
者
の
技
術
継
承
・

地
位
確
立
に
資
す
る
（
仮
称
）
電
気

工
事
マ
イ
ス
タ
ー
認
証
制
度
創
設
に

向
け
た
調
査
研
究

・
新
規
事
業
項
目

【 

第
一
種
電
気
工
事
士
定
期
講
習
対

策
】

①
新
規
受
講
者
獲
得
に
資
す
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
戦

略
的
広
報
に
よ
る
受
講
者
増
加
対
策

の
検
討

【
関
係
行
政
へ
の
要
請
】

②
時
代
の
変
化
・
要
望
に
対
応
し
た

電
気
工
事
関
連
法
令
、
電
気
工
事
関

連
資
格
等
に
係
る
見
直
し
内
容
の
集

約
、
論
点
整
理
の
上
、
政
治
連
盟
を

通
じ
た
行
政
機
関
等
へ
の
要
請

④
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
、
電
気
設
備
業

界
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
対
応
資
材
提
案

等
、
賛
助
企
業
と
の
連
携
強
化
を
図

り
、
組
合
員
へ
の
知
見
拡
充
・
最
新

技
術
の
情
報
発
信
に
向
け
た
特
別
会

員
と
の
政
策
検
討
会
・
意
見
交
換
会

等
の
開
催
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

・
新
規
事
業
項
目

【
組
合
員
資
質
向
上
支
援
策
】

①
電
気
工
事
業
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

遵
守
に
係
る
組
合
事
業
の
対
内
外
発

信
強
化
お
よ
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

研
修
会
の
開
催
支
援
（
業
界
関
係
法

令
遵
守
と
雇
用
環
境
改
善
対
策
の
推

進
に
よ
り
内
外
に
向
け
た
ク
リ
ー
ン

な
業
界
の
Ｐ
Ｒ
）

【
組
織
活
性
化
対
策
】

①
成
功
事
例
等
の
組
織
的
か
つ
戦
略

的
な
情
報
発
信
強
化
対
策

②
組
合
Ｄ
Ｘ
化
の
実
現
に
向
け
て
、

I
T
サ
ポ
ー
ト
支
援
の
実
施
お
よ
び

全
国
組
合
共
通
利
用
を
目
的
と
し
た

組
合
・
組
合
員
間
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
を
利
用
し
た
業
務
環
境
へ
の
移
行

促
進
お
よ
び
Ｄ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
の
組
合

員
に
対
す
る
デ
ー
タ
利
活
用
の
方
策

検
討

・
主
た
る
事
業
の
方
向
性

①
全
日
電
工
連
か
ら
各
ブ
ロ
ッ
ク
・

電
工
組
を
通
じ
て
、
新
規
・
継
続
を

区
分
し
て
組
合
員
支
援
事
業
を
発
信

し
て
い
る
が
、
各
種
事
業
の
成
功
事

例
等
を
よ
り
効
率
的
に
情
報
共
有
が

図
れ
る
方
策
の
調
査
研
究
を
実
施
す

る
。

　

組
合
員
へ
の
訴
求
力
の
高
い
情
報

発
信
手
法
、
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
等
の
成
功
事
例
等
戦
略
的
発
信

強
化
対
策
を
講
じ
る
。

②
人
的
資
本
経
営
の
推
進
に
あ
た

り
、
雇
用
環
境
改
善
に
よ
り
魅
力
あ

る
職
場
づ
く
り
、
人
材
の
育
成
体
制

を
整
え
る
と
と
も
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
を
遵
守
し
た
企
業
で
あ
る
こ

と
は
欠
か
せ
な
い
。

　

電
気
工
事
業
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

研
修
会
は
組
合
員
企
業
の
安
心
・
安

全
経
営
に
繋
が
る
重
要
な
事
業
だ
。

昨
年
度
作
成
の
本
事
業
の
対
外
発
信

強
化
策
「
電
気
工
事
業
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
遵
守
サ
イ
ト
」
を
通
じ
た
外

部
発
信
強
化
お
よ
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
研
修
会
の
開
催
促
進
を
図
っ
て

い
く
。

③
政
治
連
盟
に
つ
い
て
は
、
電
気
工

事
議
員
連
盟
を
介
し
て
の
要
請
事
項

平野 喜嗣 委員長

お
よ
び
政
治
連
盟

第
13
回
通
常
総
会

（
2
0
2
3

（
R
5
）
年
2
月
）

可
決
承
認
の
17
項

目
の
要
請
事
項
の

実
現
に
向
け
鋭
意

取
り
組
ん
で
い
く
。

総
務
・
財
政
委
員
会

技
術
・
認
証
委
員
会

浅川 誠吾 副議長発
足
。
業
界
新
規
人
材
確
保
に
つ
い
て
包
括
的

な
視
点
よ
り
各
種
課
題
解
決
の
審
議
と
総
合
政

策
会
議
へ
の
答
申
と
展
開
に
取
り
組
む
。

・ 

2
0
2
3
（
令
和
5
）
年
度　

審
議
付
託
項

目
①
業
界
総
従
業
員
確
保
に
係
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

事
業
に
関
す
る
審
議
・
答
申
（
業
界
理
解
促
進

交
流
事
業
・
事
業
承
継
・
新
規
電
気
工
事
業
者

へ
の
支
援
事
業
）

②
外
国
人
雇
用
に
関
す
る
実
態
調
査
（
外
国
人

労
働
者
の
受
け
入
れ
方
策
等
）

③
人
材
確
保
育
成
に
関
す
る
事
項

（1） 
業
界
理
解
促
進
交
流
事
業
の
新
た
な
視
点
等

に
よ
る
事
業
内
容
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

（2） 
組
合
員
事
業
所
入
職
者
数
調
査
の
仕
組
み
確

立
の
検
討

（3） 
業
界
Ｐ
Ｒ
と
し
て
「
組
合
を
起
点
に
し
た
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
事
業
」
の
検
討

（4） 
次
世
代
電
気
工
事
技
術
者
養
成
研
修
会
の
継

続
支
援

・
基
本
的
方
向
性

　

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
、
総
合
政
策
会
議

の
在
り
様
や
常
設
委
員
会
の
審
議
事
項
を
見
直

し
総
合
政
策
会
議
を
含
め
た
審
議
事
項
を
再
設

定
す
る
。

　

総
合
政
策
会
議
は
新
た
に
副
議
長
職
を
置

き
、
従
来
か
ら
の
総
合
的
見
地
か
ら
の
政
策
決

定
に
加
え
、
業
界
人
材
育
成
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
全
国
青
年
部
協
議
会
・
全
国
女

性
部
連
絡
協
議
会
総
括
指
導
お
よ
び
業
界
人
材

確
保
育
成
対
策
を
検
討
す
る
Ｗ
Ｇ
を
編
成
し
、

業
界
総
従
業
員
数
確
保
対
策
等
の
施
策
を
企
画

展
開
す
る
。

【
直
轄
組
織
】

・
全
国
青
年
部
協
議
会

・
全
国
女
性
部
連
絡
協
議
会

　

業
界
人
材
育
成
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と

か
ら
全
国
青
年
部
協
議
会
・
全
国
女
性
部
連
絡

協
議
会
を
総
括
・
指
導
す
る
。

木村 泰浩 副議長

（1）
青
年
部
会
員
増
強
対
策

　

全
国
青
年
部
調
査
に
よ
る
青
年
部
会

員
減
少
結
果
、
全
国
青
年
部
の
対
策
を

踏
ま
え
、
会
員
増
強
に
資
す
る
施
策
の

検
討

（2）
女
性
活
躍
推
進
事
業

　

各
電
工
組
女
性
部
設
立
促
進
対
策
お

よ
び
女
性
部
連
絡
協
議
会
会
員
の
拡
充

支
援人

材
確
保
育
成

　
　

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

　

担
い
手
人
材
に
対
す
る
業
界
Ｐ
Ｒ
、

外
国
人
材
の
活
用
等
の
人
材
確
保
・
育

成
は
複
眼
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
き

て
お
り
、
委
員
会
内
で
の
審
議
で
は
な

く
、
横
断
的
に
審
議
で
き
る
本
Ｗ
Ｇ
を

総
合
政
策
会
議
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の
検
討

②
第
三
者
損
害
賠
償
制
度
の
中
途
加
入
促
進

対
策

・
新
規
事
業
項
目

【
組
合
員
仕
事
づ
く
り
支
援
】

①
Ｅ
Ｖ
充
電
設
備
設
置
工
事
の
新
制
度
「
Ｅ

Ｖ
工
事
プ
ロ
」
の
顧
客
活
用
促
進
策
お
よ
び

課
題
整
理Ｄ

Ｘ
サ
ー
ビ
ス
分
科
会

・
組
合
員
支
援
に
係
る
新
規
事
業
お
よ
び
組

合
経
営
確
立

【
知
見
拡
充
対
策
】

①
組
合
員
企
業
向
け
現
場
Ｄ
Ｘ
化
で
あ
る
電

気
工
事
業
特
化
型
Ｄ
Ｘ
ト
ー
タ
ル
支
援
サ
ー

ビ
ス
「
D
E
N

－

U
P
」
の
普
及
促
進
に

向
け
た
方
策
と
実
行

②
新
た
な
付
加
サ
ー
ビ
ス
の
関
連
メ
ー
カ
ー

と
の
共
同
制
作
と
提
供

組
合
員
に
頼
り
に
さ
れ
、
役
に
立
つ
連
合
会
の
真
価
を
届
け
る

各委員会2023(令和5)年度
主たる事業の方向性と項目

・
主
た
る
事
業
の
方
向
性

①
一
般
用
電
気
工
作
物
の
調
査
業
務
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
も
一
層
の
受
託
維
持
向
上
を

図
る
た
め
に
も
、
調
査
品
質
の
向
上
、
効
率

化
の
追
求
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
重
視
に
努

め
、
各
種
対
策
を
審
議
す
る
。
先
般
の
改
正

電
気
事
業
法
に
伴
う
競
争
原
理
等
が
導
入
さ

れ
た
結
果
、
影
響
を
受
け
た
電
工
組
の
状
況

把
握
と
電
力
会
社
の
動
向
を
踏
ま
え
た
対
策

を
検
討
す
る
。

②
「
Ｅ
Ｖ
施
工
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
」
に
代
わ

る
新
制
度
「
Ｅ
Ｖ
工
事
プ
ロ
」
を
2
0
2
3

（
R
5
）
年
4
月
か
ら
運
用
開
始
し
た
。
新

た
な
Ｅ
Ｖ
充
電
設
備
工
事
施
策
と
し
て
開
設

し
た
顧
客
と
組
合
員
の
直
受
サ
イ
ト
「
Ｅ
Ｖ

工
事
プ
ロ
」
の
確
実
な
運
用
と
活
用
促
進
策

の
検
討
、
課
題
整
理
・
解
決
策
を
講
じ
て
い

く
。

③
災
害
予
防
と
災
害
時
復
旧
に
係
わ
る
「
全

国
電
工
組
連
携
協
定
」
に
基
づ
く
出
動
態
勢

を
ま
と
め
た
「
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
資
料
集
」

を
、
近
年
の
自
然
災
害
事
例
も
踏
ま
え
実
態

に
即
し
た
「
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
版
」
と

し
て
作
成
に
向
け
調
査
研
究
し
て
い
く
。

④
福
利
厚
生
事
業
で
は
既
存
制
度
を
随
時
見

直
し
な
が
ら
、
認
定
福
利
厚
生
制
度
の
主
軸

で
あ
る
認
定
損
害
保
険
制
度
の
中
途
加
入
に

対
す
る
加
入
促
進
の
強
化
、
社
会
情
勢
に
適

応
し
た
新
制
度
の
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

石原 和夫 委員長
⑤
本
年
度
よ
り
本
委
員
会
の
下
に
、

Ｄ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
普
及
促
進
・
シ
ス
テ

ム
検
討
の
実
現
に
向
け
、「
Ｄ
Ｘ
サ

ー
ビ
ス
分
科
会
」
を
設
置
。
Ｄ
Ｘ
技

術
拡
充
推
進
チ
ー
ム
が
試
行
・
先
行

し
た
実
行
内
容
や
Ｄ
Ｘ
等
技
術
高
度

化
対
応
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
・

展
開
を
分
科
会
で
推
進
し
て
い
く
。

事
業
推
進
委
員
会

・
重
点
事
業
項
目

【
存
在
価
値
の
高
揚
対
策
】

①
直
近
の
自
然
災
害
を
踏
ま
え
、
全
国
電
工

組
連
携
協
定
に
基
づ
く「
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
改
訂
版
作
成
に
向
け
た
調
査
研
究

【
認
定
保
険
制
度
の
充
実
】

①
全
日
電
工
連
認
定
損
害
保
険
制
度
の
組
合

員
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
各
種
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

・
2
0
2
3
（
Ｒ
5
）
年
度

以
降
の
主
た
る
事
業
課
題

の
方
向
性

2
0
1
4
（
Ｈ
26
）
年
11

月
第
1
回
大
会
は
「
大
会
の

カ
タ
チ
を
作
る
」、
2
0
1

6
（
Ｈ
28
）
年
11
月
第
2
回

大
会
は
「
大
会
内
容
の
充

実
」、
2
0
1
8
（
Ｈ
30
）

年
11
月
第
3
回
大
会
は
「
大

会
の
カ
タ
チ
と
内
容
の
充
実

を
再
度
検
証
し
た
大
会
を
目

指
す
」、
2
0
2
2
（
Ｒ
4
）

年
12
月
第
4
回
大
会
は『「
一

般
の
部
」
各
電
工
組
1
名
の

選
手
選
出
に
よ
る
「
電
気
工

事
の
甲
子
園
」
を
目
指
し
た

更
な
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

大
会
』と
の
考
え
で
開
催
し
、

組
合
員
は
じ
め
関
係
行
政
・

賛
助
企
業
・
関
係
団
体
の
支

援
の
も
と
成
功
裡
に
終
了
で

き
た
。

　

第
5
回
大
会
は
、
開
催
回

数
を
重
ね
て
い
く
中
で
業
界

を
取
り
巻
く
環
境
、
社
会
情

勢
も
変
化
し
て
お
り
、
そ
れ

を
踏
ま
え
た
時
代
に
相
応
し

い
大
会
と
し
て
い
く
た
め

樋口 和宏 委員長

技
能
競
技
委
員
会

に
、
過
去
の
大
会
を
再
検
証

し
大
会
コ
ン
セ
プ
ト
の
明
確

化
と
充
実
し
た
大
会
を
目
指

す
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
本
委
員
会
に

お
い
て
全
般
の
方
向
性
を
決

定
し
た
う
え
で
、
競
技
・
審

査
・
大
会
運
営
全
般
に
わ
た

り
運
営
方
法
の
見
直
し
を
図

り
、
大
会
概
要
取
り
ま
と
め

に
向
け
て
審
議
を
加
速
化
し

て
い
く
。

・
2
0
2
3
（
Ｒ
5
）
年
度

以
降
の
事
業
項
目

　

第
5
回
大
会
（
2
0
2
4

（
Ｒ
6
）
年
開
催
）
成
功
に

向
け
た
対
策

【
第
5
回
大
会
の
方
向
性
】

①
大
会
コ
ン
セ
プ
ト
の
明
確

化
　

委
員
会
と
し
て
大
会
開
催

コ
ン
セ
プ
ト
の
確
立
、
そ
れ

に
基
づ
く
競
技
課
題
・
審
査

他
、
大
会
運
営
全
般
の
運
営

方
針
の
決
定

②
委
員
会
運
営
体
制
の
見
直

し
　

各
部
門
間
の
審
議
内
容
共

有
・
調
整

・
主
た
る
事
業
の
方
向
性

①
組
合
員
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す

る
と
抱
え
る
課
題
も
変
化
し
、
そ
の
変

化
に
応
じ
て
組
合
の
役
割
も
変
化
す

る
。
組
合
の
安
定
的
・
定
期
的
な
財
源

確
保
を
得
る
こ
と
、
組
合
員
の
期
待
す

る
・
求
め
る
事
業
展
開
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
。

　

電
工
組
の
財
政
基
盤
強
化
対
策
に
つ

い
て
は
、組
合
運
営
の
根
幹
で
あ
る「
財

源
な
く
し
て
事
業
な
し
」の
考
え
の
下
、

財
務
的
観
点
よ
り
、
各
電
工
組
自
ら
が

財
政
対
策
支
援
を
講
じ
ら
れ
る
仕
組
み

作
り
支
援
策
の
普
及
促
進
、
新
た
な
財

源
確
保
、
組
合
加
入
拡
大
に
資
す
る
方

策
を
講
じ
て
い
く
。

②
組
織
強
化
対
策
で
は
、
持
続
発
展
す

る
電
工
組
を
目
指
す
た
め
の
「
電
工
組

改
革
Ｗ
Ｇ
設
置
・
運
営
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
活
用
し
た
Ｗ
Ｇ
設
置
に
係
る
伴
走
支

援
を
講
じ
て
い
く
。

③
持
続
発
展
す
る
組
合
に
資
す
る
事
業

と
し
て
、
全
日
電
工
連
Ｈ
Ｐ
に
開
設
の

事
業
承
継
サ
ポ
ー
ト
ナ
ビ
等
を
活
用
促

進
策
の
検
討
、
事
業
継
続
等
の
支
援
事

業
を
通
じ
た
業
界
総
従
業
員
数
拡
大
対

策
を
講
じ
て
い
く
。

・
財
政
基
盤
強
化
対
策

堀口 繁 委員長

組
織
政
策
委
員
会

【
全
日
電
工
連
お
よ
び
電

工
組
と
の
財
務
的
制
度

面
の
見
直
し
（
組
合
運

営
か
ら
組
合
経
営
へ
）】

①
電
工
組
自
ら
財
政
・
運

営
を
検
討
す
る
た
め
の

「
組
合
財
政
簡
易
診
断
研

修
会
」
等
に
よ
る
幹
部
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
実
施
支
援

（
財
政
基
盤
強
化
S
T
答
申
）

②
「
組
合
財
政
自
己
診
断
指
数
」、「
組

合
財
政
・
運
営
の
気
づ
き
の
虎
の
巻
」

等
を
活
用
し
た
新
た
な
財
源
確
保
に
資

す
る
電
工
組
財
政
強
化
支
援
（
財
政
基

盤
強
化
Ｓ
Ｔ
答
申
）

・
組
合
組
織
安
定
化
・
人
材
育
成
策

【
組
織
改
革
に
よ
る
人
材
育
成
の
充
実
】

①
組
織
体
制
改
革
・
組
合
後
継
者
育
成

対
策
を
目
的
と
し
た
「
電
工
組
改
革
Ｗ

Ｇ
設
置
・
運
営
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
活

用
し
た
Ｗ
Ｇ
設
置
支
援
お
よ
び
設
置
済

12
電
工
組
の
活
動
事
例
収
集
お
よ
び
持

続
的
発
展
に
資
す
る
電
工
組
支
援
（
組

織
基
盤
強
化
Ｓ
Ｔ
答
申
）

②
新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
組
合
組
織

お
よ
び
役
員
の
あ
り
方
に
係
る
調
査
研

究・
組
合
員
支
援
に
係
る
新
規
事
業
確
立

【
組
合
員
満
足
に
資
す
る
新
事
業
創
出
】

①
経
営
者
の
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
に

対
応
し
た
事
業
継
続
支
援
セ
ミ
ナ
ー
等

の
実
施
に
よ
る
業
界
総
従
業
員
維
持
拡

大
対
策
の
推
進
（
新
事
業
拡
充
Ｓ
Ｔ
答

申
）

②
組
合
未
加
入
者
に
対
す
る
戦
略
的
広

報
活
動
に
よ
る
加
入
促
進
策
の
検
討
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2023年 8 月～2023年10月
所属工組の講習を受講しよう！

① 登録のお願い 

講習センターに登録→受講期限を超えないように、みなさまの受講時

期に「講習のご案内」をいたします。

② 受講のお願い

講習センターからの「講習のご案内」により各工業組合または所属工

組実施の講習を受講していただきますようお願いいたします。

（受付期間は、各講習日の2週間前までです）

※ 全日電工連と都道府県電工組は、指定講習機関第1号　講習センターの

実施協力団体として第一種電気工事士定期講習を実施しております。

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

東
北

岩手 8月29日 火 112302 
いわて県民情報交流センター
（アイーナ） 8階 会議室803

岩手県電気工事業工業組合
℡019-656-3255

宮城 8月23日 水 113303 東京エレクトロンホール宮城
宮城県電気工事工業組合
℡022-221-2676

秋田 8月17日 木 114304 
秋田県社会福祉会館
10階 大会議室

秋田県電気工事工業組合
℡018-824-1587

福島 8月 9日 水 116304 郡山ユラックス熱海
福島県電気工事工業組合
℡024-535-0477

関
東

茨城
8月20日 日 121307 ザ・ヒロサワ・シティ会館

（茨城県立県民文化センター
  集会室10号）

茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-31338 月24日 木 121308 

埼玉
8月30日 水 124306 

埼玉電気会館 5 階 大会議室
埼玉県電気工事工業組合
℡048-663-02428 月31日 木 124307 

神奈川

8 月 1 日 火 127310 

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

8 月 2 日 水 127311 

8 月 3 日 木 127312 

8 月28日 月 127313 

中
部 愛知

8月 6日 日 134306 
名古屋国際会議場 141・142

愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-71518 月 8 日 火 134307 

近
畿

兵庫 8月25日 金 154304 
但馬地場産業振興センター
多目的ホール

兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

和歌山 8 月29日 火 156302 
和歌山県勤労福祉会館
プラザホープ

和歌山県電気工事工業組合
℡073-424-3291

中
国

島根 8月 1日 火 162302 島根県民会館 3 階 大会議室
島根県電気工事工業組合
℡0852-21-7433

岡山 8月17日 木 163304 岡山商工会議所 1 階 会議室
岡山県電気工事工業組合
℡086-261-0900

広島 8月30日 水 164304 
広島県情報プラザ
多目的ホール

広島県電気工事工業組合
℡082-241-1731

四
国

愛媛 8月31日 木 173303 
西条市総合文化会館
1階 小ホール

愛媛県電気工事工業組合
℡089-931-3011

高知 8月 4日 金 174303 高知城ホール
高知県電気工事業工業組合
℡088-832-7822

九
州

長崎 8月10日 木 183303 長崎県勤労福祉会館
長崎県電気工事業工業組合
℡095-862-1975

宮崎 8月23日 水 186303 
JA・AZMホール
本館 2 階 大研修室

宮崎県電気工事業工業組合
℡0985-24-7388

2023年8月

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

札幌 10月 5 日 木 103306 
北海道電気会館 6 階

北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420札幌 10月12日 木 103307 

東
北

青森 10月17日 火 111303 
青森県労働福祉会館
(ハートピアローフク)

青森県電気工事業工業組合
℡017-773-1935

岩手 10月 3 日 火 112304 
釜石市民ホール TETTO
1 階 ホールＢ

岩手県電気工事業工業組合
℡019-656-3255

宮城 10月19日 木 113305 東京エレクトロンホール宮城
宮城県電気工事工業組合
℡022-221-2676

秋田
10月 2 日 月 114305 秋田県社会福祉会館

10階 大会議室
秋田県電気工事工業組合
℡018-824-158710月11日 水 114306 

福島
10月 6 日 金 116306 いわき新舞子ハイツ 福島県電気工事工業組合

℡024-535-047710月15日 日 116307 福島県青少年会館

新潟 10月16日 月 117308 
燕三条地場産業振興センター
メッセピア 5 階

新潟県電気工事工業組合
℡025-229-1587

関
東

茨城 10月26日 木 121309 
ザ・ヒロサワ・シティ会館
（茨城県立県民文化センター
 集会室10号）

茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-3133

栃木 10月18日 水 122305 護国会館
栃木県電気工事業工業組合
℡028-622-1931

群馬
10月 2 日 月 123303 

前橋問屋センター会館
群馬県電気工事工業組合
℡027-251-501610月31日 火 123304 

東京

10月 5 日 木 126317 
府中の森芸術劇場
2階 平成の間 東京都電気工事工業組合

℡03-3542-730110月12日 木 126318 
全国家電会館 5 階

10月22日 日 126319 

神奈川

10月11日 水 127314 

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

10月12日 木 127315 

10月24日 火 127316 

10月25日 水 127317 

山梨
10月19日 木 128303 

山梨県電気工事工業組合
山梨県電気工事工業組合
℡055-222-571110月20日 金 128304 

中
部

静岡 10月 4 日 水 133306 サーラシティ浜松 3 階
静岡県電気工事工業組合
℡054-288-1250

三重
10月 4 日 水 135304 

三重電気会館
三重県電気工事業工業組合
℡059-226-486210月18日 水 135305 

北
陸 石川 10月 5 日 木 142304 七尾サンライフプラザ

石川県電気工事工業組合
℡076-269-7883

近
畿 兵庫 10月27日 金 154307 

姫路商工会義所
本館 5 階 501ホール

兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

四
国

香川 10月16日 月 172303 香川県土木建設会館
香川県電気工事業工業組合
℡087-816-1433

愛媛 10月11日 水 173305 リジェール松山 8 階
愛媛県電気工事工業組合
℡089-931-3011

高知 10月 4 日 水 174304 高知城ホール
高知県電気工事業工業組合
℡088-832-7822

九
州
・
沖
縄

福岡 10月12日 木 181305 毎日西部会館 福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-7747福岡 10月24日 火 181306 福岡商工会議所

佐賀 10月12日 木 182304 
佐賀市文化会館
1 F イベントホール

佐賀県電気工事業工業組合
℡0952-31-2030

石垣 10月19日 木 193301 
石垣市健康福祉センター
2階 視聴覚室

沖縄県電気工事業工業組合
℡098-943-0452

2023年10月
地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

札幌 9月21日 木 103305 かでる2.7 会議室（ 4階）

北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

釧路 9月 6日 水 101301 釧路市生涯学習センター

函館
9月13日 水 104301 フォーポイント

バイシェラトン函館9月14日 木 104302 

東
北

岩手 9月 7日 木 112303 
奥州市文化会館（Ｚホール）
1階 展示室

岩手県電気工事業工業組合
℡019-656-3255

宮城 9月10日 日 113304 東京エレクトロンホール宮城
宮城県電気工事工業組合
℡022-221-2676

福島 9月20日 水 116305 郡山ユラックス熱海
福島県電気工事工業組合
℡024-535-0477

関
東

千葉

9月 5日 火 125304 

千葉県電工会館 3 階 講習室
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-6086

9 月 7 日 木 125305 

9 月10日 日 125306 

9 月13日 水 125307 

東京

9月 1日 金 126312 全国家電会館 5 階

東京都電気工事工業組合
℡03-3542-7301

9 月10日 日 126314 ホテルカデンツァ東京

9月22日 金 126315 
府中の森芸術劇場
2階 平成の間

9月27日 水 126316 全国家電会館 5 階

中
部

静岡 9月15日 金 133305 プラサヴェルデ
静岡県東部電気工事協同組合
℡055-922-1433

愛知
9月15日 金 134308 

名古屋国際会議場 431・432
愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-71519 月21日 木 134309 

三重 9月 6日 水 135303 三重電気会館
三重県電気工事業工業組合
℡059-226-4862

近
畿

京都
9月 6日 水 152303 

舞鶴西公民館
京都府電気工事工業組合
℡075-672-4311

9 月10日 日 152304 

大阪

9月 5日 火 153309 
大阪府電気工事技術会館 6 F

大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-6147

9 月13日 水 153310 

9 月18日 月 153311 大阪府社会福祉会館 5 F

9 月20日 水 153312 
大阪府電気工事技術会館 6 F

9 月28日 木 153313 

兵庫
9月13日 水 154305 

兵庫県電気工事技術会館
5階 大講堂

兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

9 月24日 日 154306 

中
国

島根 9月 2日 土 162303 
島根県立西部総合福祉センター
（いわみーる 401研修室）

島根県電気工事工業組合
℡0852-21-7433

岡山 9月14日 木 163305 岡山商工会議所 1 階 会議室
岡山県電気工事工業組合
℡086-261-0900

四
国 愛媛 9月27日 水 173304 えひめ南JA会館 2 階

愛媛県電気工事工業組合
℡089-931-3011

九
州
・
沖
縄

鹿児島 9月 1日 金 187304 
ホテル自治会館
（市町村自治会館）

鹿児島県電気工事業工業組合
℡099-255-5507

那覇 9月28日 木 191302 
沖縄産業支援センター
1階 大ホール

沖縄県電気工事業工業組合
℡098-943-0452

2023年9月

第 一 種 電 気 工 事 士 定 期 講 習     
―――――　( 指 定 講 習 機 関 第 1 号 ）　―――――

指定講習機関第1号　一般財団法人電気工事技術講習センター

（以下、講習センター）に登録していただいた方には、受講期限

を超えないように、みなさまの受講時期に「講習のご案内」をい

たします。講習センターからの「講習のご案内」により受講いた

だきますようお願いいたします。

組
合
員
の
み
な
さ
ま
へ

本定期講習は、建設・設備施工管理ＣＰＤ制度の認定プログラムです。

※詳細はＨＰをご確認ください。

https://eei.tayori.com/q/cpd/
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全 日 電 工 連 協 賛 会 社 優良製品・商品をご使用下さい！ 協賛会社商品紹介§ § § §
㈱ ア イ チ コ ー ポ レ ー シ ョ ン

ア イ ト ス ㈱

ア イ ホ ン ㈱

因 幡 電 機 産 業 ㈱

大 川 被 服 ㈱

河 村 電 器 産 業 ㈱

共 立 電 気 計 器 ㈱

コ ロ ナ 産 業 ㈱

サ ン 電 子 ㈱

㈱ シ ー エ ス エ ー

㈱ シ ス テ ム ズ ナ カ シ マ

積 水 化 学 工 業 ㈱

㈱ ダ イ テ ッ ク

タ キ ゲ ン 製 造 ㈱

Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱

テ ン パ ー ル 工 業 ㈱

東 神 電 気 ㈱

東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱

㈱ 戸 上 電 機 製 作 所

内 外 電 機 ㈱

㈱ 西 田 製 作 所

ニ チ コ ン ㈱

㈱ ニ チ フ

日 東 工 業 ㈱

日 本 電 機 産 業 ㈱

ネ グ ロ ス 電 工 ㈱

パナソニック㈱エレクトリックワークス社

㈱ ホ タ ル ク ス

㈱ 前 垣

マ サ ル 工 業 ㈱

マ ス プ ロ 電 工 ㈱

三 菱 電 機 ㈱

ミ ツ ワ 電 機 ㈱

矢 崎 エ ナ ジ ー シ ス テ ム ㈱

ワ ゴ ジ ャ パ ン ㈱

㈱ ア サ ヒ プ リ ン テ ィ ン グ

全日本電設資材卸業協同組合連合会

（一社）全国設備業ＤＸ推進会

オ リ ッ ク ス 自 動 車 ㈱

㈱ り そ な 銀 行

損 害 保 険 ジ ャ パ ン ㈱

住 友 生 命 保 険 (相)

大 樹 生 命 保 険 ㈱

㈱ 葉 山 総 合 研 究 所

㈱ Ｅ Ｌ Ｅ Ｆ Ａ メ デ ィ ア

㈱ 全 日 出 版 社

㈱ 全 日 電 工 連 総 合 サ ー ビ ス
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12,650 /
/ /

72

/ / / / / /

/

1

2

1

弔慰金　▶病死・その他
【岩手】 盛岡市 ㈲東興電設 米澤盛様 91

【石川】 河北郡 ㈱松村商会 松村洸様 88

【栃木】 真岡市 高松電気㈱ 高松利雄様 75

【栃木】 佐野市 ㈲川田電機商会 川田範夫様 73

【長野】 松本市 ㈲横山電気商会 横山長咲様 90

【岐阜】 下呂市 ㈲金山電設 笹俣洋一様 74

【滋賀】 大津市 ㈱堀井電気工業所 堀井義正様 86

【京都】 京都市 田中電工 田中康德様 69

【京都】 京都市 柴田電器桂支店 柴田芳武様 77

【兵庫】 赤穂市 三宅エンジニアリング㈲ 三宅良造様 79

【香川】 観音寺市 加福電器 加福敏一様 70

【徳島】 海部郡 あたり電気設備 中清光様 73

【熊本】 熊本市 いちご電気 山下繁雄様 63

　

石
川
県
電
気
工
事
工
業
組

合
（
米
沢
寛
理
事
長
）
は
5

月
31
日
、
金
沢
市
内
で
第
61

回
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開

催
し
た
。

　

組
合
員
企
業
の
勤
続
10
年

以
上
の
社
員
が
対
象
で
、
金

沢
・
能
登
・
加
南
の
各
本
部

か
ら
選
ば
れ
た
70
人
が
受

石
川
県
電
工
組

優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催

見舞金

【静岡(東)】 伊東市 ㈱増田電気 増田太一様 入院見舞

【福島】 郡山市 ㈲七洋電設 七海宏光様 火災全半焼

70
名

が

受

賞

賞
。
勤
続
30
年
の
4

名
に
石
川
県
知
事

賞
、
1
名
に
石
川
県

中
小
企
業
団
体
中
央

会
会
長
賞
が
贈
ら
れ

た
。
石
川
県
電
気
工

事
工
業
組
合
理
事
長

賞
は
、
勤
続
20
年
の

米沢理事長16
名
、
15
年
の
12
名
、
10
年

の
37
名
に
贈
ら
れ
た
。

　

米
沢
理
事
長
は
、「
努
力

を
重
ね
て
き
た
個
々
の
輝
き

が
企
業
の
成
長
に
繋
が
り
、

組
合
の
活
力
と
な
る
。
組
合

の
理
事
長
と
し
て
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
る
。
わ
れ
わ

れ
は
、
社
会
基
盤
を
支
え
て

い
る
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
を
持

て
る
仕
事
だ
。
働
き
方
改
革

を
成
し
遂
げ
て
環
境
を
整
備

し
て
、
こ
の
業
界
を
よ
り
魅

力
あ
る
も
の
と
し
て
い
き
た

い
」
と
受
賞
者
に
謝
辞
を
述

べ
た
。

　

馳
浩
石
川
県
知
事
、
山
出

保
石
川
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
会
長
、
北
陸
電
力
株
式

会
社
執
行
役
員
の
木
村
博
喜

石
川
支
店
長
、
北
陸
電
力
送

配
電
株
式
会
社
執
行
役
員
の

川
島
渉
石
川
支
社
長
の
来
賓

祝
辞
の
後
、
受
賞
者
代
表
が

謝
辞
を
述
べ
て
表
彰
式
は
終

了
し
た
。

謝辞を述べる受賞者代表

馳知事から表彰される受賞者

　

埼
玉
県
電
気
工
事
工
業
組

合（
沼
尻
芳
治
理
事
長
）は
、

6
月
24
日
に
開
催
し
た
「
令

和
5
年
度
高
校
生
も
の
づ
く

り
コ
ン
テ
ス
ト
（
電
気
工
事

部
門
）」
の
表
彰
式
後
に
、

埼
玉
県
内
の
全
15
工
業
高
校

へ
第
二
種
電
気
工
事
士
技
能

試
験
講
習
用
資
材
の
贈
呈
式

を
行
っ
た
。

　

沼
尻
芳
治
理
事
長
の
代
理

と
し
て
加
藤
宗
一
副
理
事
長

か
ら
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ

ン
テ
ス
ト
電
気
工
事
部
門
担

当
校
長
の
中
山
義
治
校
長

（
埼
玉
県
立
児
玉
高
等
学
校

校
長
）
に
、
今
年
度
の
技
能

試
験
に
向
け
た
資
材
と
し

て
、
5
種
類
の
ケ
ー
ブ
ル
の

目
録
が
贈
呈
さ
れ
た
。

埼
玉
県
電
工
組

工
業
高
校
に

　
　
　

講
習
用
資
材
を
贈
呈

　

こ
の
事
業
は
、
埼
玉
県
内

の
15
の
工
業
高
校
に
対
し
、

第
二
種
電
気
工
事
士
試
験
の

技
能
試
験
の
実
技
講
習
で
使

用
す
る
資
材

を
支
援
す
る

も
の
。ま
た
、

技
術
指
導
の

講
師
を
派
遣

し
、
よ
り
多

く
の
工
業
高

校
生
徒
に
第

二
種
電
気
工

事
士
を
取
得

し
て
も
ら

い
、
埼
玉
県

の
若
年
技
術

者
の
育
成
と

電
気
工
事
業

界
へ
の
人
材

の
流
入
を
促
進
し
、
人
材
不

足
の
解
消
を
図
り
、
業
界
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

目録を手にする中山校長(左)と加藤副理事長

　

全
日
本
電
設
資
材
卸
業
協

同
組
合
連
合
会
（
小
島
寿
之

会
長
）
は
、
法
人
化
40
周
年

記
念
式
典
を
5
月
25
日
に
都

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

　

式
典
に
は
経
済
産
業
省
、

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央

会
、
関
係
団
体
な
ど
を
来
賓

と
し
て
招
待
。
参
加
し
た
会

員
ら
と
と
も
に
法
人
化
40
周

年
を
祝
っ
た
。

　

記
念
講
演
会
で
は
、
一
橋

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
楠
木

建
教
授
が
「
ス
ト
ー
リ
ー
と

し
て
の
競
争
戦
略
〜
優
れ
た

戦
略
の
条
件
〜
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
た
。

　

全
日
電
材
連
は
、
昭
和
48

年
に
電
材
卸
業
者
が
集
結
し

て
任
意
団
体
を
設
立
し
、
昭

和
58
年
に
法
人
化
。
社
会
貢

献
の
促
進
や
情
報
提
供
な

ど
、
業
界
の
発
展
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

祝
辞
で
は
、
経
済
産
業
省

の
金
指
壽
情
報
産
業
課
長
、

全
日
電
工
連
の
米
沢
寛
会

長
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
エ
レ

ク
ト
リ
ッ
ク
ワ
ー
ク
ス
社
の

大
瀧
清
社
長
、
東
芝
ラ
イ
テ

ッ
ク
の
平
岡
敏
行
取
締
役
社

長
、
三
菱
電
機
の
尋
木
保
行

リ
ビ
ン
グ
・
デ
ジ
タ
ル
メ
デ

ィ
ア
事
業
本
部
長
が
お
祝
い

の
言
葉
を
述
べ
た
。

法

人

化

40

周

年

　

記

念

式

典

開

催

小島会長

多くの来賓が参加した記念式典
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全
国
女
性
部
連
絡
協
議
会

全国青年部協議会

全国青年部協議会役員2023 （敬称略）

役職名 氏名 ブロック 工組

会　 長 齊藤　卓也 東　北 新　潟

副 会 長 細井　敬一 関　東 茨　城

副 会 長 東川　直輝 中　部 三　重

理　 事 加藤　　綾 北海道 北海道

理　 事 岩田　雄治 東　北 山　形

理　 事 松田　　卓 北　陸 富　山

理　 事 小林　幸二 関　西 兵　庫

理　 事 丸田谷幸治 中　国 広　島

理　 事 竹上　彰浩 四　国 香　川

理　 事 溝上　優作 九　州 長　崎

相 談 役 木多　俊博 中　国 岡　山

相 談 役 若宮　睦志 四　国 愛　媛

　

全
国
青
年
部
協
議
会
は
6
月

12
日
、
全
日
電
工
連
会
館
で
理

事
会
を
開
催
し
た
。

　

青
年
部
の
現
理
事
が
任
期
満

了
と
な
る
た
め
、理
事
会
で
は
、

新
理
事
予
定
者
に
青
年
部
組
織

と
事
業
に
つ
い
て
、
重
点
項
目

や
引
き
継
ぎ
事
項
を
含
む
2

0
2
1
年
度
・
2
0
2
2
年
度

事
業
な
ど
を
報
告
し
た
。

　

組
織
概
要
に
つ
い
て
は
、
青

年
部
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と

も
に
青
年
部
の
在
り
方
指
針
・

活
動
方
針
を
踏
ま
え
、
継
続
事

業
と
重
点
事
業
項
目
を
中
心
に

新
理
事
予
定
者
に
説
明
。
各
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
所
管
事

項
の
ほ
か
、青
年
部
会
員
大
会
、

電
気
工
事
業
全
国
大
会
・
電
気

工
事
技
能
競
技
全
国
大
会
な
ど

に
つ
い
て
申
し
送
り
を
行
っ
た
。

　

今
年
度
の
青
年
部
は
改
選
期

の
た
め
、
役
員
選
考
委
員
会
で

青
年
部
理
事
候
補
者
と
会
長
候

補
者
を
選
任
。新
任
理
事
会
で
、

新
会
長
に
齊
藤
卓
也
氏（
新
潟
）

が
承
認
さ
れ
た
。

　

齊
藤
会
長
は
、「
楽
し
さ
の

中
に
も
、
一
人
ひ
と
り
が
強
い

想
い
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ

と
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
だ

け
で
は
駄
目
だ
と
思
っ
て
い

る
。
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
事
を

必
ず
成
し
遂
げ
た
い
」
と
各
理

事
へ
呼
び
か
け
た
。

　

副
会
長
に
は
細
井
敬
一
理
事

と
東
川
直
輝
理
事
、
相
談
役
に

木
多
俊
博
氏
と
若
宮
睦
志
氏
を

齊
藤
会
長
が
指
名
。
新
体
制
で

青
年
部
協
議
会
は
2
0
2
3
年

度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

今
期
は
活
動
方
針
に
「
時
流

と
共
に
成
長
〜
し
な
や
か
な
青

年
部
〜
」
を
掲
げ
、
時
流
に
あ

っ
た
新
規
事
業
を
常
に
模
索
し

て
い
く
考
え
だ
。
時
代
の
変
化

に
対
応
す
る
青
年
部
を
目
指

し
、
本
会
・
事
務
局
・
青
年
部

と
連
携
し
て
、
全
国
の
青
年
部

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

2
0
2
3
年
度
の
事
業
方
針

に
つ
い
て
は
、
事
業
計
画
（
右

下
表
）
に
基
づ
き
齊
藤
会
長
が

説
明
。
魅
力
あ
る
業
界
を
次
世

代
に
繋
い
で
い
け
る
よ
う
、『
時

流
』（
時
流
と
共
に
考
え
る
事

業
活
性
化
へ
の
挑
戦
）
と
『
成

長
』（
仲
間
と
共
に
考
え
る
事

業
活
性
化
）
に
重
点
を
置
き
、

7
つ
の
事
業
項
目
を
中
心
に
展

開
し
て
い
く
。

　

続
い
て
2
0
2
3
年
度
予
算

（
案
）、
次
回
の
理
事
会
開
催
日

程
、
青
年
部
評
議
員
会
の
開
催

◆◆◆ 『時流』　～時流と共に考える事業活性化への挑戦～ ◆◆◆

Ａ
「業界理解促進交流事業」の充実に向けた他団体連携強化

～他団体を巻き込み事業に新しい風を取り込む～

Ｂ
業界の未来へ向けた「行政機関担当職員」との交流および情報共有

～設備業ならではの課題や働き方改革を重点意見交換テーマとする～

Ｃ
組合関係者・青年部会員が講師を務める社会に対応した「アカデミー」内容の充実

～組合・青年部の歴史、ワークライフバランスと自己研鑽～

Ｄ
新たな業種や他団体との連携事業の模索

～時流に合わせた新たな挑戦～

◆◆◆ 『成長』　～仲間と共に考える事業活性化～　◆◆◆

Ｅ
第6回全国青年部会員大会の実施、DX化関連技術を活用した情報共有・活動効率化推進

～情報共有強化と青年部会員自身のDX化に向けた成長～

Ｆ
「青年部会員増強」を目指し、青年部活動の活性化・業界PRの推進

～非組合員の実態調査＆入会プロセスの提案～

Ｇ
SNS活用情報発信強化・青年部綱領/指針の定着と本会・事務局との連携強化

～情報発信の継続～ ・ ～青年部会員の意識向上～

齊藤新会長のもとスタート

齊藤 卓也 会長

後列左から岩田理事、小林理事、竹上理事、加藤理事、溝上理事、松田理事、丸田谷理事

前列左から東川副会長、若宮相談役、齊藤会長、木多相談役、細井副会長

計
画
を
報
告
。
青
年
部
な
ら

で
は
の
発
想
力
で
臨
機
応
変

に
物
事
に
対
応
で
き
る
し
な

や
か
な
組
織
を
目
指
し
、
全

日
電
工
連
事
業
へ
積
極
的
な

参
加
を
し
て
い
く
方
針
を
伝

え
た
。

2023年度事業計画

な
ど
に
つ
い
て

審
議
し
た
ほ

か
、
青
年
部
組

織
調
査
の
実
施

方
法
、
名
簿
作

成
な
ど
に
つ
い

て
報
告
を
行
っ

た
。

　

そ
の
後
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
分
担
の
検

討
、
2
0
2
3

年
度
事
業
に
つ

い
て
様
々
な
角

度
か
ら
意
見
交

換
を
実
施
し
た
。

　

齊
藤
会
長

は
、
全
日
電
工

連
の
通
常
総
会

（
6
月
29
日
開

催
）
で
今
年
度

の
青
年
部
事
業

通
常
総
会
で
事
業
計
画
を
報
告

　

全
国
女
性
部
連
絡
協
議
会

（
北
川
麻
弓
代
表
世
話
人
）は
、

6
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
全
日

電
工
連
通
常
総
会
で
2
0
2
3

（
令
和
5
）
年
度
事
業
計
画
を

報
告
し
た
。

　

今
年
度
は
、
全
日

電
工
連
が
推
奨
し
て

い
る
「
業
界
理
解
促

進
事
業
（
高
校
生
対

象
）」「
学
齢
期
対
象

・
業
界
と
の
ふ
れ
あ

い
事
業
（
小
中
学
生

対
象
）」「
電
気
使
用

安
全
運
動
」
の
三
事

業
の
中
か
ら
最
低
一

つ
を
事
業
計
画
に
取

り
入
れ
て
具
体
的
な

活
動
を
行
う
方
針
だ
。

　

ま
た
会
議
の
う
ち
、
年
に
数

回
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
設
定
し
、

審
議
回
数
を
増
や
す
こ
と
も
検

討
し
て
い
く
考
え
だ
。

左から前田副代表世話人、北川代表世話人、

生井アドバイザー
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-

昨
年
度
を
振
り
返
る

米
沢　

全
体
的
に
建
設
業
の

仕
事
量
は
落
ち
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
メ
ー
カ
ー
で
さ
え
部
品

が
入
手
困
難
な
状
況
で
あ
っ

た
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
に

伴
う
複
合
的
な
要
因
で
、
資

材
の
価
格
も
上
昇
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
加
え
て
人
手
も

足
り
ず
、
仕
事
が
あ
っ
て
も

仕
事
が
で
き
な
い
状
況
と
な

り
ま
し
た
。
世
界
に
拡
大
し

た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
弱

点
が
露
呈
し
た
と
同
時
に
、

日
本
の
大
き
な
課
題
が
見
え

て
き
た
気
が
し
ま
す
。

　

ま
た
、
電
気
料
金
の
高
騰

と
供
給
力
不
足
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
電
力
シ
ス
テ

ム
改
革
の
検
証
が
一
度
も
行

わ
れ
な
い
ま
ま
、
所
有
権
の

完
全
分
離
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。

選
手
の
応
援
団
は
、
組
合
関

係
者
と
と
も
に
選
手
と
何　
　

ヵ
月
も
一
緒
に
練
習
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
絆
が
深
ま
り
ま

し
た
。
親
会
も
彼
ら
の
そ
の

よ
う
な
姿
を
見
て
き
た
こ
と

で
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
も
絆

が
深
ま
っ
た
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
た
こ
と
が

非
常
に
良
か
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

大
会
は
成
功
に
終
わ
り
ま

し
た
が
、
一
方
で
運
営
側
の

課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

見
直
す
べ
き
点
を
改
善
し

て
、
2
年
後
に
は
よ
り
良
い

大
会
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
10
月
に
電

気
工
事
業
全
国
大
会
を
福
島

県
で
開
催
し
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
全
保
障

を
考
え
る
と
、
原
発
の
再
稼

働
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は

日
本
の
将
来
を
見
据
え
て
真

剣
に
考
え
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
電
気
工
事
に
携
わ

る
わ
れ
わ
れ
が
、
こ
れ
を
発

信
し
て
い
く
た
め
に
も
、
今

回
、
福
島
で
大
会
を
開
催
す

る
こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
き

る
だ
け
多
く
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

-

今
年
の
重
点
事
業
項
目

米
沢　

こ
の
2
年
間
活
動
し

て
き
た
「
財
政
基
盤
強
化
」

「
組
織
基
盤
強
化
」「
Ｄ
Ｘ
技

術
拡
充
」「
新
事
業
拡
充
」

を
推
進
す
る
4
チ
ー
ム
か

ら
、
具
体
的
な
答
申
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
4
チ
ー
ム
は

財
務
体
質
や
工
組
の
組
織
の

在
り
方
、様
々
な
提
案
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
工
組
を
回
っ
て

い
ろ
い
ろ
話
し
合
い
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
自
工
組
の
存
在
自
体
を

再
認
識
し
て
い
た
だ
く
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
を
次
の
段
階
へ
進
め

て
い
く
こ
と
が
テ
ー
マ
だ
と

考
え
て
お
り
、
今
年
度
は
答

申
項
目
を
具
現
化
し
て
い
く

チ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。
い
か

に
組
合
員
の
役
に
立
て
る

か
、
現
状
を
認
識
し
て
組
織

と
組
合
の
価
値
を
上
げ
て
い

く
こ
と
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
働
き
方
改
革
を
や

り
と
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
若
い
世
代
に
魅
力
の
な

い
業
界
と
思
わ
れ
ぬ
よ
う
、

法
を
遵
守
す
る
業
界
で
あ
る

こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
業
界
の
魅
力
ア
ッ
プ
の

た
め
に
も
す
べ
て
の
建
設
関

連
業
界
に
呼
び
掛
け
て
、
足

並
み
を
そ
ろ
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

リ
モ
ー
ト
体
制
が
構
築
で

き
て
い
る
の
で
、
対
面
と
リ

モ
ー
ト
を
う
ま
く
使
っ
て
よ

り
密
接
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
進
化
の
証
と
し
て
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
化
は
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
否
応
な
し
に
や
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
結

果
的
に
効
率
化
へ
つ
な
が
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
前
に
戻
る

の
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
の
期

間
で
ど
れ
だ
け
進
化
し
た
か

が
企
業
価
値
に
つ
な
が
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

-

青
年
部
と
女
性
部
に
つ

い
て

米
沢　

青
年
部
は
優
秀
で

す
。
活
動
的
で
新
し
い
も
の

を
す
ぐ
取
り
入
れ
て
く
れ
る

し
、
わ
れ
わ
れ
に
し
っ
か
り

と
し
た
意
見
を
伝
え
て
く
れ

る
。
数
年
も
す
れ
ば
、
全
日

の
理
事
は
青
年
部
経
験
者
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
全
日
電
工
連
の
推

進
チ
ー
ム
な
ど
で
活
動
し
て

き
た
青
年
部
員
の
方
々
を
、

引
き
続
き
登
用
し
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ

て
青
年
部
会
員
が
減
少
す
る

中
、
青
年
部
で
活
躍
す
る
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
も
必
要

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

女
性
部
は
全
国
の
13
工
組

に
設
立
さ
れ
、
2
7
3
名
が

活
動
し
て
い
ま
す
。
設
立
工

組
が
約
半
数
と
な
っ
た
ら
、

青
年
部
と
同
様
に
全
国
協
議

会
と
す
る
予
定
で
す
。
今
回

の
総
会
に
は
女
性
部
の
代
表

も
出
席
し
て
も
ら
い
、
女
性

部
の
活
動
方
針
も
発
表
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

女
性
が
働
き
や
す
い
環
境

を
作
る
こ
と
は
、
こ
の
業
界

が
生
ま
れ
変
わ
る
い
い
き
っ

か
け
と
な
る
し
、
彼
女
た
ち

に
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
な

け
れ
ば
若
い
世
代
に
と
っ
て

も
魅
力
あ
る
業
界
で
は
な
い

と
思
う
の
で
、
こ
の
点
は
ク

リ
ア
し
て
い
く
べ
き
と
思
い

ま
す
。

　

貴
重
な
戦
力
と
し
て
働
い

て
も
ら
う
た
め
業
界
が
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
べ
き
か
、

こ
れ
は
我
々
の
責
任
だ
と
思

い
ま
す
。
環
境
が
整
備
で
き

れ
ば
、
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
し
た
業
界
に
変
わ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

プ

ラ

イ

ド

を

持

っ

て

社

会

を

支

え

る

『
キ
ヨ
イ
カ
』
を
ベ
ー
ス
に
『
シ
ン
カ
す
る
業
界
』
を
目
指
す

-

政
治
連
盟
に
つ
い
て

米
沢　

電
気
工
事
議
員
連
盟

加
盟
国
会
議
員
各
位
の
ご
理

解
を
頂
き
、
電
気
工
事
士
法

施
行
規
則
改
正
や
電
気
事
業

法
一
部
改
正
等
に
よ
り
、
こ

の
2
〜
3
年
で
業
界
の
念
願

で
あ
っ
た
各
種
要
望
が
実
現

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
災
害
復

旧
活
動
に
係
る
高
所
作
業
車

が
経
営
事
項
審
査
に
加
点
さ

れ
る
な
ど
一
定
の
成
果
が
出

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
効
果
を
感
じ
ら
れ

る
の
は
、
全
日
電
工
連
青
年

部
と
、
文
科
省
・
国
交
省
・

経
産
省
の
若
手
官
僚
と
適

宜
、
意
見
交
換
が
で
き
て
い

る
こ
と
で
す
。
現
場
の
状
況

を
官
僚
に
伝
え
、
官
僚
か
ら

は
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
現
場
を
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
は
す
ご
く
大
切
な

こ
と
で
、
政
治
連
盟
と
青
年

部
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
相
乗
効

果
が
果
た
し
た
大
き
な
成
果

の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

-

組
合
員
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

米
沢　

社
会
は
日
々
も
の
す

ご
い
勢
い
で
変
化
し
て
お

り
、
ま
だ
変
わ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
が
想

像
も
し
な
い
世
界
が
現
実
と

な
っ
て
き
て
、
今
あ
る
仕
事

が
な
く
な
る
可
能
性
も
出
て

き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
わ
れ
わ
れ
の
仕
事

は
、
ど
う
し
て
も
人
が
や
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
グ

リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
で
も
、
最
終
的
に

は
電
気
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
し
っ
か
り
取
り
組
む
こ

と
で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が

出
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
新
し
い
仕
事
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

利
益
を
出
す
仕
組
み
を
考
え

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ど
の
よ
う
な
世
界
に
な
る

の
か
見
え
な
い
不
安
も
あ
り

ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
の
仕
事

は
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
捉

え
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
お
客
様
に
対

し
て
ど
れ
だ
け
い
い
提
案
が

で
き
る
か
。
そ
の
バ
ッ
ク
ボ

ー
ン
と
な
る
情
報
を
本
来
は

組
合
が
持
た
ね
ば
な
ら
な
い

し
、
提
供
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
電
気
工
事
の
資
格

を
持
っ
た
技
術
者
に
プ
ロ
の

自
覚
と
誇
り
を
与
え
る
こ
と

が
わ
れ
わ
れ
の
役
目
で
す

が
、
う
ま
く
伝
え
ら
れ
て
い

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
は
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
て

い
る
業
界
で
す
が
、
い
ず
れ

は
社
会
全
て
を
支
え
る
業
界

と
な
り
、
プ
ラ
イ
ド
を
持
て

る
世
界
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
資
格
を
持
っ
て
い
る
技

術
者
は
強
い
。
こ
れ
を
認
識

し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

米 沢 会 長
インタビュー
全日電工連は、『キヨイカ』をベースに『シンカす
る業界』を目指し、組合員に連合会の真価を届ける
ことを目指している。各種事業の重点順位を決めて
一つひとつ着実に実行していく米沢会長に今後の取
り組みやメッセージを伺った。

　

一
般
の
方
々
は
、
送
配
電

会
社
と
電
力
会
社
窓
口
の
区

別
が
つ
き
ま
せ
ん
。
発
送
電

分
離
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
低
下

で
混
乱
と
不
安
を
抱
え
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働

の
最
終
決
定
者
は
、
送
配
電

会
社
で
も
電
力
会
社
で
も
な

く
、
政
府
な
の
か
規
制
委
員

会
な
の
か
、
一
体
、
誰
に
権

限
が
あ
る
の
か
わ
か
り
に
く

く
な
っ
て
い
ま
す
。
責
任
の

所
在
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
、

誰
も
検
証
し
な
い
点
に
つ
い

て
疑
問
を
感
じ
て
い
ま
す
。

-

全
日
電
工
連
の
事
業
に

つ
い
て

米
沢　

技
能
競
技
全
国
大
会

は
、
横
浜
ア
リ
ー
ナ
と
い
う

大
会
場
の
た
め
盛
り
上
が
り

に
欠
け
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
不
安
は
あ
り
ま
し
た

が
、
お
か
げ
さ
ま
で
成
功
裏

に
終
了
し
ま
し
た
。
多
く
の

見
学
者
に
加
え
て
ラ
イ
ブ
中

継
も
多
く
の
方
々
に
視
聴
し

て
い
た
だ
き
好
評
で
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
選
手
た
ち

が
努
力
し
て
き
た
過
程
に
意

味
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

清
い
か

真
価
・
進
化
・
・
・



2023年（令和5年）6月29日 2023年（令和5年）6月29日全 日 電 工 連 全 日 電 工 連（3） （2）

吉村 保利 理事長

高
知
県

物事を必死に行えば、

どんなことでもできな

い事はない

思う念力
岩をも通す

後藤田 裕 理事長

徳
島
県

自分自身を取り巻くす

べての人に感謝を伝え

る

一期一会

木村 泰浩 理事長

愛
媛
県

ひとつの物事を突き詰

め、問題解決への道を

拓く

一心不乱

新名 淳一 理事長

香
川
県

出会いの中で常に相手

に感謝の気持ちを持つ

こと

おかげさん

四
国

小野寺 涼一 理事長

北
海
道

人は鏡、教師であり反

面教師。事あるごとに

自分をチェック

人の振り見て
我が振り直せ

北
海
道

山子 則男 理事長

青
森
県

「人生、成長したもの

勝ち」学び続けること

で若く一生が感謝

　一生勉強・
一生青春

千葉 三四郎 理事長

秋
田
県

真意は自己の考えに執着せず

に他者の意見も受容し結論を

導くことと考える

和を以て
貴しとなす

平野 喜嗣 理事長

岩
手
県

地道に成果を積重ね辛

抱すれば目標を達成で

きる

継続は力なり

浅川 誠吾 理事長

福
島
県

日頃から「人柄は情け

深く、事は忠実」を志

(むね)とする

温厚篤実

横田 良英 理事長

新
潟
県

先を見据えて準備を怠

らない

備えあれば
憂なし

「松下村塾」で教育し

た吉田松陰の言葉

前澤 博 理事長

宮
城
県

夢なき者に
成功なし

會津 圭一郎 理事長

山
形
県

悪いことが続いた後で

幸運に向かう

一
いちようらいふく

陽来復

東
北

岐
阜
県

長
野
県

石原 和夫 理事長

三
重
県

驕り高ぶる者は、その

身を保てない。何事に

も謙虚に

驕る者は
久しからず

森 輝廣 理事長

何事にも誠実に接した

い

誠実

静
岡
県

松田 良克 理事長

どんなことでも、継続

するからこそ成功に結

びつく

継続は力なり

藤沢 一三 理事長

目標達成に向けて一致

協力して事にあたる

戮
りくりょくきょうしん

力協心

村上 秀樹 理事長

愛
知
県

知識と行為は一体、知を

得て行わざるは知らない

と言うこと。全て実践

知
ちこうごういつ

行合一

中
部

米沢 寛 理事長

石
川
県

十分に考えたうえで、

思い切って実行するこ

と

熟慮断行

渋谷 武 理事長

富
山
県

人皆等しく人生に苦楽

あり。驕らず焦らず落

込まず

得意粛然
失意泰然

前田 豊次 理事長

福
井
県

人間は苦労や困難を乗

り越えることで立派な

人物になる

艱難汝を玉にす

北
陸

金城 稔 理事長

沖
縄
県

誠を以て人と接し、和

を以て事を図り、魂を

入れて初心を貫く

誠
せい

・和
わ

・魂
こん

岩本 邦男 理事長

大
分
県

物事に困難は付物、く

じけず、不屈の精神で

努力する

百
ひゃくせつふとう

折不撓

安田 耕一 理事長

宮
崎
県

仕事が順風で人が誉め

る時が危ない。常に謙

虚で驕らず

謙虚にして
驕らず

古賀 正信 理事長

佐
賀
県

過去を追わず未来を願

わず感謝の心で今を生

きる

一心一道

樋口 和宏 理事長

福
岡
県

よい行いにはよい報い

が、悪い行いには悪い

報いがある

因果応報

汐田 康博 理事長

熊
本
県

今、この瞬間は二度と

ない。感謝して思いや

りを持つ

一期一会

小畑 和男 理事長

長
崎
県

初心を忘れずに、謙虚

に継続すると本物に成

る。本物は続く

継続は力なり

寺田 実三 理事長

鹿
児
島
県

一度でも縁。出会いを

大切にの気持ちが全て

につながる

一期一会

九
州

斉木 健之 理事長

鳥
取
県

自分の性格や能力にレ

ッテルを貼ってしまう

な

我以外皆我師

瀬戸口 香 理事長

岡
山
県

何事にも興味を持ち感

動する心、感謝の心を

忘れない

感心 感動 感謝

城 英明 理事長

山
口
県

努力なしでは、よい成

果は得られない。何事

も人のせいにしない

蒔かぬ種は
生えぬ

日野 友晴 理事長

島
根
県

歴史や伝統に学び、新

たな道理を導き出す手

立てとする

温故知新

髙野 憲一郎 理事長

全ての事に「ありがと

う」と言う感謝の心で

対応する

感謝

広
島
県

中
国

谷本 宗城 理事長

和
歌
山
県

為し遂げようとする強

い意志があれば、必ず

成就する

為せば成る

向山 和義 理事長

兵
庫
県

何時も温和で有りたい

柔

福本 幸一 理事長

奈
良
県

心の中で自分の考えが

間違っている時は正当

化しない

自分に
嘘をつかない

植田 隆夫 理事長

京
都
府

何事も恐れずにチャレ

ンジする

切磋琢磨

鹿野 敏夫 理事長

滋
賀
県

どんな困難な物事にも

必ず解決策はある

有
ユーファーズ

法子

橋詰 源治 理事長

仕事は全員の力を合わ

せて成るものである

協力一致

大
阪
府

関
西

～ my commitment ～

座 右 の 銘

金丸 正幸 理事長

山
梨
県

事業においても、地域

社会においても、相手

を思いやる心

相利共生

鈴木 和彦 理事長

神
奈
川
県

仲間を助け、助けられ、

共に成長する

仲間

天野 春夫 理事長

東
京
都

高望みをせず分相応に

過ごす（不平不満を言

わない）

知足安分

中島 正幸 理事長

群
馬
県

飾り気がなくて誠実で

心と体もたくましく健

やかである

質実剛健

沼尻 芳治 理事長

埼
玉
県

かけた情けは水に流

し、受けた恩は石に刻

む

情流恩石

嶋野 貞雄 理事長

千
葉
県

常に初心を忘れず、研

鑽活動に努める

勤勉

浅野 晃司 理事長

茨
城
県

こつこつと努力する事

で頑張ってきたから今

日の繁栄がある

粒粒辛苦

吉成 孝夫 理事長

栃
木
県

相手のためになるだけでな

く巡り巡って良い報いとな

って自分に戻ってくる

情けは人の
為ならず

鈴木 伯明 理事長

静
岡
県
（
東
部
）

目標を持ち達成する為

には、日々の小さな努

力が必要

継続は力なり

関
東

各工組理事長から寄せられた座右の銘と付随する信条

機関紙「全日電工連」636号（令和4年4月1日付）

～648号（令和5年4月1日付）に掲載

※座右の銘



2023年（令和5年）6月29日 2023年（令和5年）6月29日全 日 電 工 連 全 日 電 工 連（3） （2）

吉村 保利 理事長

高
知
県

物事を必死に行えば、

どんなことでもできな

い事はない

思う念力
岩をも通す

後藤田 裕 理事長

徳
島
県

自分自身を取り巻くす

べての人に感謝を伝え

る

一期一会

木村 泰浩 理事長

愛
媛
県

ひとつの物事を突き詰

め、問題解決への道を

拓く

一心不乱

新名 淳一 理事長

香
川
県

出会いの中で常に相手

に感謝の気持ちを持つ

こと

おかげさん

四
国

小野寺 涼一 理事長

北
海
道

人は鏡、教師であり反

面教師。事あるごとに

自分をチェック

人の振り見て
我が振り直せ

北
海
道

山子 則男 理事長

青
森
県

「人生、成長したもの

勝ち」学び続けること

で若く一生が感謝

　一生勉強・
一生青春

千葉 三四郎 理事長

秋
田
県

真意は自己の考えに執着せず

に他者の意見も受容し結論を

導くことと考える

和を以て
貴しとなす

平野 喜嗣 理事長

岩
手
県

地道に成果を積重ね辛

抱すれば目標を達成で

きる

継続は力なり

浅川 誠吾 理事長

福
島
県

日頃から「人柄は情け

深く、事は忠実」を志

(むね)とする

温厚篤実

横田 良英 理事長

新
潟
県

先を見据えて準備を怠

らない

備えあれば
憂なし

「松下村塾」で教育し

た吉田松陰の言葉

前澤 博 理事長

宮
城
県

夢なき者に
成功なし

會津 圭一郎 理事長

山
形
県

悪いことが続いた後で

幸運に向かう

一
いちようらいふく

陽来復

東
北

岐
阜
県

長
野
県

石原 和夫 理事長

三
重
県

驕り高ぶる者は、その

身を保てない。何事に

も謙虚に

驕る者は
久しからず

森 輝廣 理事長

何事にも誠実に接した

い

誠実

静
岡
県

松田 良克 理事長

どんなことでも、継続

するからこそ成功に結

びつく

継続は力なり

藤沢 一三 理事長

目標達成に向けて一致

協力して事にあたる

戮
りくりょくきょうしん

力協心

村上 秀樹 理事長

愛
知
県

知識と行為は一体、知を

得て行わざるは知らない

と言うこと。全て実践

知
ちこうごういつ

行合一

中
部

米沢 寛 理事長

石
川
県

十分に考えたうえで、

思い切って実行するこ

と

熟慮断行

渋谷 武 理事長

富
山
県

人皆等しく人生に苦楽

あり。驕らず焦らず落

込まず

得意粛然
失意泰然

前田 豊次 理事長

福
井
県

人間は苦労や困難を乗

り越えることで立派な

人物になる

艱難汝を玉にす

北
陸

金城 稔 理事長

沖
縄
県

誠を以て人と接し、和

を以て事を図り、魂を

入れて初心を貫く

誠
せい

・和
わ

・魂
こん

岩本 邦男 理事長

大
分
県

物事に困難は付物、く

じけず、不屈の精神で

努力する

百
ひゃくせつふとう

折不撓

安田 耕一 理事長

宮
崎
県

仕事が順風で人が誉め

る時が危ない。常に謙

虚で驕らず

謙虚にして
驕らず

古賀 正信 理事長

佐
賀
県

過去を追わず未来を願

わず感謝の心で今を生

きる

一心一道

樋口 和宏 理事長

福
岡
県

よい行いにはよい報い

が、悪い行いには悪い

報いがある

因果応報

汐田 康博 理事長

熊
本
県

今、この瞬間は二度と

ない。感謝して思いや

りを持つ

一期一会

小畑 和男 理事長

長
崎
県

初心を忘れずに、謙虚

に継続すると本物に成

る。本物は続く

継続は力なり

寺田 実三 理事長

鹿
児
島
県

一度でも縁。出会いを

大切にの気持ちが全て

につながる

一期一会

九
州

斉木 健之 理事長

鳥
取
県

自分の性格や能力にレ

ッテルを貼ってしまう

な

我以外皆我師

瀬戸口 香 理事長

岡
山
県

何事にも興味を持ち感

動する心、感謝の心を

忘れない

感心 感動 感謝

城 英明 理事長

山
口
県

努力なしでは、よい成

果は得られない。何事

も人のせいにしない

蒔かぬ種は
生えぬ

日野 友晴 理事長

島
根
県

歴史や伝統に学び、新

たな道理を導き出す手

立てとする

温故知新

髙野 憲一郎 理事長

全ての事に「ありがと

う」と言う感謝の心で

対応する

感謝

広
島
県

中
国

谷本 宗城 理事長

和
歌
山
県

為し遂げようとする強

い意志があれば、必ず

成就する

為せば成る

向山 和義 理事長

兵
庫
県

何時も温和で有りたい

柔

福本 幸一 理事長

奈
良
県

心の中で自分の考えが

間違っている時は正当

化しない

自分に
嘘をつかない

植田 隆夫 理事長

京
都
府

何事も恐れずにチャレ

ンジする

切磋琢磨

鹿野 敏夫 理事長

滋
賀
県

どんな困難な物事にも

必ず解決策はある

有
ユーファーズ

法子

橋詰 源治 理事長

仕事は全員の力を合わ

せて成るものである

協力一致

大
阪
府

関
西

～ my commitment ～

座 右 の 銘

金丸 正幸 理事長

山
梨
県

事業においても、地域

社会においても、相手

を思いやる心

相利共生

鈴木 和彦 理事長

神
奈
川
県

仲間を助け、助けられ、

共に成長する

仲間

天野 春夫 理事長

東
京
都

高望みをせず分相応に

過ごす（不平不満を言

わない）

知足安分

中島 正幸 理事長

群
馬
県

飾り気がなくて誠実で

心と体もたくましく健

やかである

質実剛健

沼尻 芳治 理事長

埼
玉
県

かけた情けは水に流

し、受けた恩は石に刻

む

情流恩石

嶋野 貞雄 理事長

千
葉
県

常に初心を忘れず、研

鑽活動に努める

勤勉

浅野 晃司 理事長

茨
城
県

こつこつと努力する事

で頑張ってきたから今

日の繁栄がある

粒粒辛苦

吉成 孝夫 理事長

栃
木
県

相手のためになるだけでな

く巡り巡って良い報いとな

って自分に戻ってくる

情けは人の
為ならず

鈴木 伯明 理事長

静
岡
県
（
東
部
）

目標を持ち達成する為

には、日々の小さな努

力が必要

継続は力なり

関
東

各工組理事長から寄せられた座右の銘と付随する信条

機関紙「全日電工連」636号（令和4年4月1日付）

～648号（令和5年4月1日付）に掲載

※座右の銘
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経営革新・社員研修に役立つ教材

　入職者が、社会人としてのマナー、現場のルー
ルや電気工事の基礎知識を学べる初心者向けの冊
子。
　写真やイラストを多用しており、電気工事業に
係わる関係法令・関連資格も豊富に掲載するなど
理解しやすい内容となっている。

　新入社員、非電気系入職者対象に、第二種電気
工事士資格を取得するまでの間で、現場での補助
作業ができる知識・技術の習得を目的にまとめら
れている。
　電気工事を行う場所や環境を理解し、現場での
安全、現場でよく使う道具・材料、測定器の使い
方などを習得できる冊子だ。

　組合員企業が担い手を雇用するにあた
り、募集活動や面接・採用・雇用時に気
を付けるべきこと、おさえてほしい内容
を重点的に取りまとめている冊子。
　入職後の定着化・育成事例や高齢者の
継続雇用など、最低限知っておくべき事
項が把握できるよう構成されている。

　組合員企業の働き方改革関連法令への
対応（特に2024年4月からの「時間外労
働の上限規制」適用対応）を迅速かつ的
確に実施できることを目的とした冊子。
　各種法令の理解促進を図り、働き方改
革を進めることで人材確保につなげてほ
しい。

　

Ｅ
Ｖ
工
事
プ
ロ
制
度
は
、

Ｅ
Ｖ
充
電
設
備
の
設
置
を
希

望
す
る
お
客
様
と
、
工
事
価

格
や
見
積
費
用（
調
査
費
用
）

な
ど
を
お
客
様
と
の
調
整
・

合
意
の
上
で
直
接
取
引
に
よ

り
決
定
す
る
制
度
で
す
。

　

電
気
工
事
工
業
組
合
の
組

合
員
で
新
た
に
Ｅ
Ｖ
工
事
プ

ロ
制
度
に
加
盟
（
登
録
）
を

希
望
す
る
方
は
、
所
属
す
る

都
道
府
県
の
電
気
工
事
組
合

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

Ｅ
Ｖ
工
事
プ
ロ
制
度
は
組

合
員
企
業
が
加
入
で
き
る
制

度
で
、
新
規
加
入
を
希
望
す

る
組
合
員
企
業
は
、
初
回
登

録
手
数
料
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
加
入
に
際
し
て
は
、「
第

一
種
電
気
工
事
士
資
格
取
得

者
が
在
籍
し
て
い
る
」「
第

三
者
損
害
賠
償
保
険
制
度
に

加
入
し
て
い
る
」「
建
物
の

新
築
施
工
に
携
わ
っ
た
実
績

が
あ
る
こ
と
」
な
ど
の
条
件

が
あ
り
ま
す
。

　

全
日
電
工
連
Ｈ
Ｐ
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
の「
Ｅ
Ｖ
工
事
プ
ロ
」

か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
と
、
Ｅ

Ｖ
工
事
プ
ロ
加
盟
組
合
員
企

業
が
一
覧
で
表
示
さ
れ
ま

す
。
市
区
町
村
の
五
十
音
順

に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
該
当

す
る
市
区
町
村
を
選
択
す
る

お
客
様
と
の
直
接
取
引
を
促
進

Ｅ
Ｖ
工
事
プ
ロ
制
度

Ｅ
Ｖ
工
事
プ
ロ
制
度

　「利用規約」「プライバシーポリシー」を確認する

　同意して、業者検索画面にすすむ

　

日
常
業
務
効
率
化
に
役
立

つ
「
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
（
デ

ン
ナ
ッ
プ
）」
は
、
案
件
受

注
か
ら
完
工
ま
で
の
あ
ら
ゆ

る
工
程
を
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル

で
実
現
。
電
気
工
事
会
社
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
業
務
効
率
化
や
生
産
性

向
上
等
、
働
き
方
改
革
・
社

員
の
技
術
力
向
上
に
貢
献
し

ま
す
。

　

各
社
の
業
務
内
容
に
合
わ

せ
、
様
々
な
ツ
ー
ル
を
組
み

合
わ
せ
て
導
入
可
能
。
面
倒

な
設
備
導
入
も
不
要
で
、
お

手
持
ち
の
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ホ
か

ら
今
す
ぐ
使
い
始
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ

Ｐ
ア
プ
リ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
数

は
無
制
限
の
た
め
、
契
約
す

る
と
社
員
全
員
に
ア
カ
ウ
ン

ト
が
配
布
で
き
全
員
が
利
用

で
き
ま
す
。

　

現
在
、
市
場
価
格
の
58
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
で「
施
工
管
理
」・「
写

真
管
理
」
セ
ッ
ト
を
先
行
利

用
特
別
価
格
で
提
供
中
で
す

（
2
0
0
社
ま
で
）。
自
社
の

Ｄ
Ｘ
化
に
向
け
て
、
是
非
と

も
導
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

【
Ｄ
Ｅ
Ｎ

－

Ｕ
Ｐ
サ
ー
ビ
ス

概
要
】

①
「
施
工
管
理
Ｄ
Ｘ
」

　
（
ア
プ
リ
名
：
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ

Ａ
）

（1） 
現
場
情
報
や
お
客
様
情
報

を
一
元
管
理
可
能
で
、
自

社
社
員
だ
け
で
な
く
招
待

し
た
協
力
会
社
と
も
ミ
ス

な
く
情
報
共
有

（2） 
チ
ャ
ッ
ト
機
能
の
活
用
に

よ
る
進
捗
状
況
に
加
え
、

写
真
・
図
面
・
各
種
資
料

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
共
有

（3） 
各
種
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
可

能
で
自
社
で
管
理
し
や
す

い
項
目
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

を
設
定

②
「
写
真
管
理
Ｄ
Ｘ
」

　
（
ア
プ
リ
名
：
Ｐ
h
o
t
o

M
a
n
a
g
e
r
）

（1） 
電
子
小
黒
板
機
能
や
複
数

の
台
帳
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を

活
用
し
て
、
電
子
納
品
用

デ
ー
タ
や
写
真
台
帳
を
ら

く
ら
く
作
成

（2） 
ク
ラ
ウ
ド
上
で
の
デ
ー
タ

共
有
機
能
に
よ
り
、
現
場

と
オ
フ
ィ
ス
で
同
じ
現
場

写
真
を
見
ら
れ
る
の
で
伝

達
ミ
ス
を
低
減

（3） 
現
場
写
真
を
図
面
と
紐
づ

け
て
記
録
・
管
理
が
で
き
、

更
に
詳
し
く
、
便
利
に
現

場
状
況
を
共
有

電気工事業向けＤＸサービス
「ＤＥＮ-ＵＰ」 デジタル化をサポート

※
電
気
工
事
工
業
組
合
に
未
加
入
の
業
者
は
、
Ｅ
Ｖ
工
事

プ
ロ
に
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

　

電
気
工
事
組
合
の
加
入
に
つ
い
て
は
、
営
業
所
住
所
の

都
道
府
県
の
電
気
工
事
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
、
登
録
さ
れ
て
い
る
E
V

工
事
プ
ロ
加
盟
企
業
の
詳
細

（
Ｐ
Ｒ
・
各
種
基
本
情
報
）

が
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

お
客
様
は

希
望
す
る
登

録
業
者
を
選

択
・
入
力
・

送
信
し
て
依

頼
。
E
V
工

事
プ
ロ
か
ら

は
3
営
業
日

以
内
を
目
途

に
連
絡
す
る

こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

詳細・お申し込みは
こちらから


